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どんな図形の面矛責も

早く キモト・フ・ラニは、任意

正確にの白色図形を黒い台紙の上
に並べ、これを円筒に巻き

簡単につけて定回転させながら光
学的に円筒軸方向に走査しますと、白い図

形部分のみが反射光となって光電管に受光

されます。その図形走査時間を、エレクト

ロニク・カウンターで累稜することによっ

て、図形の面械を平方センチメートルで表

示する高糖度のデジタル面祇測定機です。

キモト・う。ラニは、機描部、独立同期電源

部および、カウンタ一部分よりなっており

ます。

本機は地図、地質調査、土木、建築、農業

土地利用、森林調査等各部門に広く活用で

きます。

キモ1-･~現ラニ

I
キモト･認弓二
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九
州
の
森
林
資
源
を
前
提
と
し
て
、
林
業
と
そ
れ
に
つ
な
が
る
木
材
流
蝿

遡
お
よ
び
木
材
関
連
産
業
の
現
状
と
そ
の
問
題
点
、
将
来
の
見
通
し
、
と
坂

そ
こ
で
の
安
定
的
な
木
材
製
品
の
供
給
と
い
う
問
題
を
解
明
し
よ
う
と
し
赤区

た
も
の
で
あ
る
。
木
材
の
生
産
流
通
お
よ
び
加
エ
に
つ
い
て
、
そ
の
対
策
港

が
益
友
重
要
な
問
題
点
と
な
っ
て
き
つ
つ
あ
る
今
日
、
林
政
担
当
者
、
木
都

材
関
連
産
業
者
に
と
っ
て
、
特
に
九
州
の
関
係
者
に
と
っ
て
貴
重
な
資
料
京東
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３
人
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き
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６
回
世
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林
業
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と
ヨ
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ロ
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事
情
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林

本
書
は
「
第
６
回
世
界
林
業
会
議
」
に
出
席
し
た
著
者
ら
が
、
会
議
の

の版
概
略
を
述
べ
、
さ
ら
に
ス
ペ
イ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
、
西
ド
イ
ツ
等
の
先
進
諸

出

国
の
林
業
事
情
を
平
易
に
解
説
し
た
も
の
で
、
わ
が
国
林
業
が
、
先
進
諸

球地

国
と
肩
を
並
べ
て
い
く
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
に
林
野
行
政
、
林
業
技
術

■
を
改
良
す
べ
き
か
、
今
後
の
諸
問
題
を
示
唆
し
て
い
る
。
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林
木
の
種
類
に
よ
っ
て
木
材
の
使
い
方
も
違
い
、
そ
の
価
値
も
い
ろ
い
ろ

で
、
林
業
家
に
と
っ
て
林
木
の
種
類
を
判
定
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
む
ず

か
し
い
。
こ
の
本
は
、
前
巻
に
記
戦
さ
れ
な
か
っ
た
樹
木
八
○
秘
を
、
生

き
た
材
料
か
ら
形
態
、
生
態
な
ど
を
正
確
に
描
き
、
こ
れ
を
原
色
版
を
も

っ
て
再
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
前
回
同
様
に
原
色
図
は
和
英
文
で

解
説
し
、
分
布
図
を
も
付
し
た
。
し
か
し
今
回
は
前
巻
に
い
た
だ
い
た
読

者
か
ら
の
ご
批
評
を
編
集
、
造
本
の
面
に
お
い
て
十
分
意
を
注
い
だ
。
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昭和43年度の林業予算をゑると非公共，公共，国有林野特別会計の合計は2,031億円，これ

に対して試験研究予算は林業試験場の12億1,500万円と都道府県研究補助の絢3,000万円で，

合計12億4,500万円である。総経費に対する試験研究費の割合は06壇ﾝ下である。都道府県の研

究機関の県研究費は昭和41年度で2億61400万円だから，これを加えて考えても0.7ｻﾝ下強にし

かならない。いまさらながらあまりに僅少なのに驚くほかはない。

また農林省内の他の部局の都道府県研究機関に対する昭和42年度の助成の実績は農業関係2

億5,835万円，水産7,368万円に対して林業は2,637万円である。ここでも林業関係の試験研

究費の助成があまりに少ないのに驚かざるをえない。

政府では技術革新をとなえながら，第一次産業に対する試験研究費がかかる状態にあるのは

何としたことだろうか。

米国では1967年度の山林局予算の総額(人件費をふくまず)は円に換算して，1,203億5,160

万円，これに対する調査研究費は138億8,880万円で11薯ﾝ下に相当する。われわれは声を大に

して抜本的に試験研究費の拡充をとなえたい。特に近年のように外材輸入は3,000万立方鯨を

こえ，輸入額が4,000億円にも近づこうとしているとき，国内の林業生産力の増強や利用合理

化の基本的解決は技術革新にまつほかないことは当然であろう。

第2の問題はその少ない予算の使い方にも改善を要する問題が多いように考える。研究テー

マの選び方や，最近いわれているような段階目標を定めて研究成果をあげていくことはまこと

に結構なことであるが，研究管理のやり方は諸外国の進歩したやり方を学ぶべきであり，また

研究者と研究補助員と秘書との仕事の責任をはっきりさせ，そのための研修を徹底して行なう

必要があるように考えられる。

第3の問題は国有林の経営はどの作業をとっても研究の素材を与えるものであり，今回林野

庁でとりあげた技術革新会議に林業試験場の研究者を加えて討議したことははじめてのこと

で，大いに期待する。国有林の経営はそれ自体が調査であり，研究であるべき面が非常に多い

はずで，これは経営の合理化につながるものと思う。

最後に省力林業に関連して機械化の促進をはかるためには，国有林自体で機械の開発を行な

うべきであり，これにそって有力メーカーに試作を発注すべきで，その経費をおしまず出して

もらいたい。
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まう。このような事例はおそらく今後もふえてゆ

くことであろう。工業はことに無数の技術の組み

合わせである。鋸での切削という技術だけから成

立ってきた製材業などを工業とよぶのがむしろ若

干おかしいのかもしれないが，それはともかく，

ここでは業種区分などはひとまずおいて，個々の

部分技術が今後どう発展するであろうかを少し考

えて象ることとしよう。

これからの

木材加工技術

切削技術

木材を加工するもっとも基本的な技術は切削で

ある。天然物の形状を変えて利用することが木材

利用の根本である以上，当然必要な技術であって

将来どのように科学が発達しても，切削が永久に

必要な技術であることはいうまでもない。

切削技術の中で最初にでてくるのは製材つまり

鋸断技術であろう。わが国の製材技術は帯鋸中心

に高度に発達したところに特徴がある。これは結

局わが国の建築技法にもとづくこまかい木取技術

に帯鋸が適していたからにほかならない。かつて

は歩止まり向上を目標として発展してきた帯鋸機

械も，木材需要の増大と労務事情の悪化にともな

って，量産化，自動化の方向に進んできている。

この傾向は大径通直な外材の輸入によって今後ま

すます促進されるであろうが，同時に歩止まりの

点からわが国ではあまり発展を鍬なかった縦鋸機

械が今一度見なおされることになるであろう。鋸

身そのものについては熟練者を必要とする目立技

術の能率化，さらには不要化をねらって，自動目

立方式が発達する一方，より耐用時間の長い特殊

加工鋸歯や使い捨て鋸なども開発されてくるもの

とおもわれる。

切削加工技術の進歩の基磯は，なんといっても

加工機械の進歩によるところが大きい。鋸機械以

外でもプレーナー関係は20～30m/min程度の送り

速度から300m/min程度の高速にまでも発達する

可能性があるし，すでにある程度高速化されてい

る単板切削は，回転速度のより高速化をはかるよ

りもむしろロータリーレースの空転時間を短くす

るために付属機構の合理化がはかられ，一方超薄

物や超厚物単板を剥くための切削条件が開発され

てゆくことになるであろう。

上村武

〔林試・木材部長〕
1-

、
｝

はじめに

わが国の木材供給は，国内材の供給が不足して

外材の輸入比率が増大し，遂に外材が総供給量の

40％をも占めるにいたっている。米が足りないの

で小麦を輸入していたら，子供たちが皆パン食に

転向してしまったようなものである。技術は材料

によっても変化する。世の中が将来どのような木

材を使い，どのような木材製品を必要とするであ

ろうかをぬきにして加工技術をうんぬんするの

は，食べたいものとはまったく関係なしに料理の

話をしているようなもので，いささか気がひける

が，そこまで話をひろげるゆとりはない。どのよ

うな林木を育てればいちばんもうかるかが最大関

心事であるはずの読者諸彦も，料理の仕方で材料

の値打ちが変わることは当然なのだから，しばら

くご辛棒願って加工技術の話をきいていただくこ

ととする。

木材工業を分類するときに，よく製材，合板，

フローリングなどと業種を区分している。しか

し，このような区分は加工技術の進展とともに次

第に不明確にならざるをえない。たとえばフロー

リングだが優良材の不足にともなって，小角材を

はりあわせて台板とし，これに表面材をはったフ

ローリングが生産されはじめ，さらに厚物ラワン

合板に表面材をはりつけた床材が現在大遼に生産

されつつある。自社工場で台板合板を生産して床
ヂ

材をつくる工業が合板工業か床材工業かというこ

とになると，簡単にどちらともいえなくなってし

《
一
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今後のまったく新しい技術として興味がもてる

のは鋸によらない製材？技術である。たとえば，

海外において現在すでに実行されているものとし

て，丸太の上下左右両側面を，チッパーをかねた

回転円盤鉋で削りとって，一挙に表面の平滑な角

材とチップを製造する方法がある。このような手

段によると，鋸屑ゼロで歩止まり’00影の木材利

用ができるわけである。さらにこうしてできた角

材をスライサーで10～20mm程度に厚むきし，で

きた板材を集成材として再結合させてゆけば，ど

のような長大な梁でも柱でも自由につくり出すこ

とができることになる。夢のような話ではある

が，その基礎技術は一つ一つ解決されつつあるの

である。もっともこのような方法は形質の悪い材

や小径にすぎる材には適用し得べくもないので，

あまり国内材むきの技術とばいえぬかもしれな

い。夢といえば，レザー光線や超音波で，つまり

匁物はいっさい不要で，木材を切削する手段も実

験室内では試ぶられている。今後どのような切削

方法が主流となるかは，むしろ木材利用側からの

要請いかんにかかっているのかもしれない。

乾燥技術

木材は生材のままで使ってよいのだ，とおもっ

ている人がまだ一部には承られるいま，まず発展

しなければならないのは人工乾燥装置の普及であ

ろう。そのためには，もっと小企業むきの，簡易

でしかも安定した乾燥装置の開発と，まったく逆

に大規模な高能率の乾燥施設の発展が必要とな

る。前者は多くの小規模な木材利用企業のため

に，後者は大規模な量産工場の能率化のために必

要だからである。本来木材乾燥は，常温低湿の室

内に木材を長時間放置しておくことで最良の材質

を得られるとされている。しかし実際上は資金の

回り蚤やスペース利用の点からこのようなことは困

難であり，技術の進歩はこれとまったく反対に，

いかに短時間で材質をそこなわず，ひず承を残さ

ずに乾燥できるかを追求する方向に向かってい

る。100｡C以上の温度で乾かす高温乾燥，溶媒と

水とを急速に置換させようとする薬品乾燥などの

臆か，一度落第点がついた恰好だが，技術の進歩

にともなって今一度見直す可能性が生じてきた高

周波または極超短波乾燥なども今後新たに発展す

ることが予想される技術としてかぞえておくこと

ができる。単板（ベニヤ）の乾燥はいちいちカッ

トしたものを乾燥する旧方式から，能率も歩止ま

りもよい連続ドライヤー方式へと変わってきた

が，さらに能率と熱効率をよくすることが必要で

あり，熱交換率のよい接触加熱方式へと移行する

時期がいずれ到来するかもしれない。建築材の工

場生産化が進むにつれて，柱角などを狂わぬよう

に乾燥しておく技術も必要となってくるが，これ

はむしろ集成化によって解決さるべき問題である

かもしれない。

接合技術

合成樹脂の進歩にともなう接着剤の発達は，木

材にかつては想像もできなかった接着技術の発展

をもたらした。世界第二位の生産量をほこる合板

は，もはや水湿では絶対に剥がれぬものとなった

し，生産量が年を30形近くの増加率を承せている

集成材は，国産役物材の不足を完全にカバーしつ

つある。接着剤がどのように発展してゆくかの予

想は，やや専門的にすぎるので，ここでは単に，

より耐久性があり，より操作が容易で，より安価

な接着剤が永久に追求され続けるであろうことだ

けを記しておく。今後ますます小径低品質化する

であろう原木の形質を考えれば，接着層があらゆ

る意味で木材自体よりも強ければ，木材を一度分

離して再結合することにより，どのような形状の

木材をも生産することが可能になる。－とはい

っても当初の木材の性質は必ず残っているのだか

ら，どのような低質な原木でも利用できると考え

るのは誤りだが－接着技術の果たす役割りはき

わめて大きいといわねばならない。このような接

着技術の中で特に今後発展の必要性の大きいもの

は木材の縦継技術であろう。現在発展の途上にあ

るフィンガージョイント技術をはじめとする縦継

技術が完成すれば，厚さ方向の積層にたよらなく

ても長いフローリング，長い合板など多くの長大

材が容易に生産され，木材は長さの制限から開放

されることになり，長手方向についての歩止まり

も大I偏に向上するはずである。接清のほかにも接

合技術はいろいろある◎釘やボルト結合，ジベル

－3－
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からタッカーまで，木材の結合については古くか

ら研究されてはいるものの，基本的な解折はまだ

まだ不十分である。これは木材利用上課せられて

いる一つの大きい宿題だが，この接合問題の解明

が進めば，木材の建築その他あらゆる物理的利用

面は大きく合理化され，進歩するであろう。

し，たとえば同じ炭素でも木炭ば容易に燃焼し，

ダイヤモンドは火災程度の熱では決して分解しな

いように，おなじ炭水化物でも熱分解しにくいも

のも考えることができる。遠い将来には本当に不

燃化された木材がつくり出される可能性もないわ

けではない。もっと安易には，木片にセメントを

混入することによって不燃化された材料もすでに

いくつか実用化されているし，根本的な解決を先

のこととして，燃えにくくすることならばすでに

ある程度ほ解決ず承であるが，本質的な解決は今
後の基礎的な事項の解明にまたなければならな

い｡

保存技術

木材の最大の欠点が耐久性の低さにあることは

いまさらいうまでもない。古くから研究されてき

た木材の防腐技術は，ほぼ完成して実用化されて

いるが，今後の防腐技術は次のような点が問題と

なってくるであろう。その1は，より持続性の大

きい薬剤の開発で，雨水による溶脱，経時的な薬

剤の分解無力化などを防止できれば，木材は腐朽

に対する無期限の抵抗力を持ちうることになる。

その2は，より浸透性の大きい薬剤または処理方

法の開発で》樹種によっては表面から数ミリ以下

の浸透度しかない場合があり，このような場合，

大きい耐朽力を期待することは無理である。その

3は無色無臭の薬剤の開発で，現在防腐薬剤の中

心となっているクレオソートが，大工にひどくき

らわれることを記しておけば，説明の要はない。

防虫についてもほぼ防腐の場合と同様のことがい

えるが，この場合は被処理材は主に内装材や家具

材であるので，むしろ加工工場の衛生管理の方が

より問題となってくる。菌も虫ももっぱら好んで

とりつくのは辺材部分である。造林技術的にせ

よ，加エ技術的にせよ，辺材部分を心材化できた

ら，その効果ははかりしれないものがあろう。放

射線処理が防腐防虫効果をあらわすことは，残念

ながら現段階での木材では成功しそうであるとは

いいかねるので，当分は薬剤によらざるを得ない

期間が続くであろう。

木材が燃えやすいことは，とくに建築材料とし

て見た場合，木材の最悪の欠点とでもいうことが

できる。これによって木材は防火上の目のかたき

にされ，これによって木材を都市建築から追放し

ようとする大義名分を，木材を王座の位置から追

放しようとする他材料業界に与えているからであ

る。熱分解するのは本来有機物の特性であり，こ

れを不燃化することは容易なことではない。しか

凸

《
）

材質改良技術

接着も防腐処理もすべて木材の材質を改良する

技術にほかならない。しかし，材質改良の技術は

まだ数多くある。そのすべてをここにあげること

はできないが，木材を削片にして接着剤で結合す

る削片板，繊維にほぐして再結合する繊維板など

にも，まだまだ解決すべき多くの問題があり，よ

り強く，安定性も耐久性もあるこれらボード類の

製造も今後の，とくに不良材の利用の，開発方向

として期待したいところである。木材中に樹脂を

浸透させて側kさせる樹脂注入木材，そのような

単板を積層圧締する硬化積層材などには，いまま

での木材にはゑられなかったまったく新しい材料

的性質を見出すことができるであろう。これらは

すべて，木材と合成樹脂との結合によって，ある

いはさらに木材そのもののプラスチック化によっ

てつく･り出されるもので，きわめて高度な木材利

用技術ということができ，しかも、これから偉の

分野である。この系統の技術と考えられるもの

に，膨張，収縮，狂いの起こらない木材の製造が

ある。いわゆるDS(DimentionaistabiliWの略）

処理であるが，いっさい狂わず，燃えず，腐ら

ず，自由な形状の木材が，しかも安価につくられ

るならば，木材の加エ技術は行きつくところまで

行きついたともいえる。その道程の小さなつゑ上

げが，直接利用される一つ一つの技術であり，そ

の都度木材の利用には小さいながら前むきの変革

が起こってゆきつつあるのである。

ロ

《
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これからの木材加工技術の動向が林業の生産性毒

左右する，といっても間違いではない。そしてそ

の木材加工技術は，まだまだ十分開発されていな

いことこそ，むしろ明るい将来の期待につなかる

ものだ，といっては宣伝めくであろうか。間口の

広い加工問題を書き記すには何分にも紙数が不足

で，ほんの概念をのべたにすぎなかったし，ま

た，無限の可能性を持つ二次加工技術については

まったくふれることができなかったが，労綴負担

力の増大をはからねばならないにかかわらず，頭

打ちになってくる木材価格を案じるならば，林業

生産関係者はその打開策としての木材加工技術に

もっと関心を持ってもよいように思う。

おわりに

以上のべてきた加工技術の中で筆者はパルプそ

の他の化学的利用技術にはふれなかった。それは

化学的利用技術がそれぞれにはきわめ貴重な技術

ではあっても，森林生産との直接的な関連性はや

や薄くなるからであると考えたからである。林業

は木材がより高価に使われることを前提にしなく

てはそろばんがとりにくい。つまり，何といって

も上肉の調理法が大勢を決するのであって，ガラ

の利用法が主体となるわけではない。その意味で

は今後，あらゆる工場が，より加工度をあげ，よ

り付加価値を高くし，経営を多角化して，少しで

も有利に，有効に原木を活用しようとしているの

である。そしてその残りが化学的用途に利用され

るのだが，それで不足ならさらに加工経賛がかか

りすぎて採算のとれにくい部分がそちらにまわさ

れることでバランスが保たれる。その意味では，
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ユキツバキは佃制性の低木ではあるが，越路の浅き
；

山・丘陵地帯のブナ林下に，雑木林の樹陰に，春を呼予

鍾美しい紅花を綴り，里人に親しまれているから，新を
go

潟県の木としてふさわしい。といっても，さらに北はぎ

秋田県から西は福井県までの裏日本の多雪温携地方にミ
：？

広く分布しており，時には植林地ごしらえの邪魔物扱勢

いにされるほどである。一方，高木性のツバキも新潟』：

県では沿海地方に自生するが，元来，南日本の暖帯地夢

方に多く,伊豆諸島･紀伊半島･南四国などととも？
に，五島列島にも立派なツバキ林がある。ユキツパキ4:

とは遮って良い穂子油が生産され,五島の椿汕は名高§
いから,長崎県の水としてﾂパｷが登場するわけであミ

．：
る o．、

田宮虎彦の描写する「赤い椿の花」一枝から落ちき
●・

た椿の花が，その時，風にくるくると舞いながら，ゆき

るいカーブを描いて，市枝の見つめている岩場の上をf

舞い，小さな赤い点になって,遠い波の上に落ちてい§

った一は土佐の西南端，足摺岬への旅情を強くかき§：
：

たてる。私が足摺II11Wを訪れたのは，昭和18年の3月鷺
令

末，土佐沖にもアメリカの潜水艦が出没しているなどき

と畷かれ初めた頃であった。しかし足摺半島の松尾か§
ら岬にかけては椿林を通して太平洋がのどかに望まれざ

ぢ

た。四国霊場38番金剛福寺の裏山へ，リュウピンタイ§

を探索に入り，ユキモチソウの美花に遭遇して胸をと胃：
き

きめかしたことも，昨日のことのように思い出される。き
え
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第1表労働力の生産性（労働者1人当たり付加価値）

単位ドル（1960年）交渉日ソ

|アメソカソ連
12，3925，629

7，4631，764

10,2527,978

14，7307，067

「
判

と 食品工業

木材工業

金属工業

化学工業
極 東

にのぼる第1期輸入計画案をたて，そのうち衣料など労

働者用の消饗物資，約3,300万ドルに2年程度の延べ払

いを認めるよう提案したものである。

大蔵省は消費財輸出に延べ払いを認めた前例がないと

難色を示していた。しかし，1月31日のバイバコフ氏と

植村経団連副会長との会談で「消費財の日本からの輸出

は総額'’500万ドルで，輪銀資金を使用せず，ソ連側の

支払いは1年据え置きとする」ことでぼぽ合意に達した

もようである。

いずれにしても森林資源開発計画はこれで具体化する

ものとの期待が強まってきたが，シベリアの開発問題は

日ソの経済体制の違いからくる交渉のむずかしさが|臓害

となっているので，将来ともそれほどスムーズにいくと

は限らない。日本側の企業は政府の認可や輪銀融資な

ど，いろいろな面で制約され，2重，3重の手間と時間

がかかる上に業者の過当競争が一層交渉をむずかしいも

のにしている。したがって，政府はもっと長期的な観点

に立ったシベリア開発協力計画を打ち出す必要があろ

う。
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〔林試・北海道支場〕

極東の森林資源開発の交渉

ソ連のバイバコフ副首相兼国家計画委員会識長が1月

16日から約2週間にわたる日本滞在日程を終えて2月1

日帰国した。来日の目的はもちろん日ソ間の貿易と経済

協力の拡大，とくにシベリア・極東開発に対する日本の

協力を熱心に求めた。日本側もこの機会に日ソ間の政

論，経済上の懸案事項を解決の方向に前進させようと期

待も強かったが，結果的にはこれといえるほどの収稚は

鑑られず，極東・シベリア開発について具体的な協定が

ひとつも成立しなかったのは残念である。

財界との会談の席上，同副首相は具体的な協力策を二

段階にわけて取り決めたいと提案した。それによると，

第1段階は問題点のほぼ煮つまっている極東，アムール

川流域の森林資源開発と北サハリンの天然ガス開発交渉

を早急にまとめて実施する。第2段階としてはウドカン

網山（東シベリア）などの懸案事項を日本側の協力の度

合に応じて'71年からはじまる新5カ年計画に織りこみ

たいというものでああ。

このうち，滞日中にも調印確実と承られていた森林資

源開発交渉は延べ払い問題で折り合いがつかないまま結

論を持ち越したが，しかし森林資源開発についてはシベ

リア開発協力の第1号になる公算もでてきた。この問題

は昨年河合小松製作所会長が持ち出したもので，日本側

から森林開発機械など5億ドルの資材を輸出する見返り

に5年間にわたり年平均350万Xn3y約7,000万ドルの木

材を輸入するという雄大な櫛想のもとに話し合いが重ね

られていた。それに雛づいてソ連側も1億6,500万ドル

．
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第1図シベリア開発略図

極東地域の広大なる森林資源は位置的にゑて，第1図

のように，他の諸国への輸出が困難であり，またソ連の

エ業中心部から最も遠く離れた陸の孤島ともいうべき束

端部にあたり，ウラル山脈を越えての鉄道輸送も容易で

なく，沿海州地方は樹の種類が多く，その用途の多様性
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からも，わが国の木材工業との提携がもつ,とも有利であ

る。まだ十分に開発されていない極東の森林資源はわが

国との経済提携によって穣極的な開発が期待できるとい

っても過言ではない。しかしこれら森林資源の開発は計

画のスケールの大きさに比例して日本側に求められる延

べ払い融資，金利，保証などの条件がきびしいものがあ

り，安易な考えは禁物とされている。

第2表戦前のソ連材の輸入量 単位=1,000m3

（北海道山林史1953萩野敏雄;北洋材経済史論1956）

第3表戦後のソ連材の輸入鐙単位=1,000m3ソ連の森林資源と木材生産

中田功氏（1967）の「ソ連邦極東地方」によると，ソ

連の全森林面積は国土の約37％，8億3,000万haで，

世界の森林面積の約28影にあたり，わが国の森林面積の

36倍である。森林の蓄讃は世界の森林蓄積の約31影を占

め,790"m3以上で,針葉樹の混交率が65影以上を占

め，成熟林蓄積の多いことが特徴となっている。

巨大な木材資源の存在に比べて木材搬出や製材，パル

プ，紙の生産水準はきわめて低く，増産のテンポは遅

い。主たる林業地であるシベリア,､極東，ヨーロッパ北

部の森林資源の総合的利用が重大な課題となっている。

1963年にソ連は用材2施5,300万Xn3を搬出して，世界搬

出高の約20％を占めたが，紙の生産高は290万トンで，

世界の生産高の約5.8％にすぎない。ソ連とアメリカの

木材工業における労働者1人当たり.付加価値をぷると，

第1表のようにソ連は著しく低く，アメリカの弧以下に

すぎない。金属工業にくらべると著しくたち遅れてい

る。
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(林業統計要覧）

第4表昭和40年度のソ連材の品目別輸入実績

数壁
(m3)

’

1

金額
（1,000円）

総 数

Nパルプ用材

マツ属丸太

モミ属，トウヒ属丸太

カラマツ属丸太

その他針葉樹丸太

坑 木

杭丸太

針葉樹小計

Lパルプ用材

ドロノキ丸太

その他広莱樹丸太

広葉樹小計

素材合計

マツ属製材

モミ属，トウヒ属製材

カラマツ属製材

その他針莱樹製材

製材計

2,635,539

476,323

495,226

1,044,331

400,261

94，739

1，796

7,638

2,520,314

50，948

18，759

409

70,116

2,590,430

29，147

13，797

1，425

740

45，109

20,990,832

2,788,593

4,361,688

8,903,732

3,055,893

812,850

16，410

69,139

19,998,305

241,819

165,469

1，980

409,268

20,407,573

385,069

176,627

16，343

5，220

583,259

産

極東の経済開発と森林

極東はソ連邦の東部，太平洋沿いに帯状に延びた地帯

で，行政区画上極東地方に入るのは沿海地方とハバロフ

スク地方，アムール，マガダン，カムチャッカ，サハリ

ンの諸州で,面積3億1,000万ha,山岳地形が多く，平

原に乏しい。極東のうち日本海に面する南部地帯が沿海

地方で，わが国と交渉の多い，関心の深い地方である。

ロシア人が太平洋に進出したのは17世紀のことである

が，帝政ロシアおよびソビエト政権による極東の経営は

主として軍事国防上の要求を承たすために行なわれた。

だが，第2次大戦の結果，ソ連領極東をめぐる国際政治

上の環境は根本的に変化してきたので，戦前の国防重点

の経済構造と生産力の配置を調整する段階に入ってい

る。,

極東開発7年計画によれば，極東の経済の総合発展に

重点をおき，とくに人口密度のたかい南部地区の開発の

ために力を入れている。現在極東で全ソ的な意義をもつ

経済部門は漁業，魚加工を主体とする食品工業，木材加

可ﾄ

ｰ

（林業統計要覧1967）

工，製紙工業，非鉄金属鉱石の採取業および海運であ

る。また農業ではソ連の他地域ではあまり生産されてい

ない米および大豆が極東南部で生産されており，北海道

の気候，農業との類似点を示している。現在極東はソ連

漁獲量の約苑，魚確詰生産高の約払を生産しており，北

海道の水産業との競合が多く，日ソ漁業交渉は毎年難航

をくり返している。
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極東地区の素材生産高は1,685万rn3で，ソ連の原材搬

出高の5％，紙，段ボール生産高の7％を占めている。

木材資源はソ連全体の16％強を占めているが，生産高の

少ないのは人口密度が疎で，資源開発のテンポが遅為と

しているためであろう。

股業生産では比較的好適な条件をもつ極東南部地区で

さえ穀物の自給度は平均47％，畜産品は約30%にすぎな

い。今後いっそう股耕地や草地の拡大が考えられ，開拓

地からの樹木の伐採も予想される。

極東の人口は1964年当時528万人と推定され，北海道

の人口数と近似しており，その猫は沿海地方に集中して

いる。しかしこの地方でも人口密度は北海道の約％にす

ぎない。

極東開発7カ年計画では南部地区の経済的発展に向け

られ，電力基盤の確立，鉄道，海運の拡充が進められ，

消饗財生産の増強のなかでは木材資源の総合的利用が強

く計画され，とくに製紙，人繊,合板，家具製造などの

木材の高度工業化の拡大が進められている。

が大量に輸入されるようになった。最近の輸入量は264

万In3で，総輸入外材壁の16影弱を占めている。今回交

渉対象になっている数量は当初年平均河0万Xn3を目標と

したが，その後350万Xn3を当面の目途としている。

ソ連材は第4表のように北海道産材と近似しているの

で，本州市場で両者が競合する場合もあった。しかし禰

要にたいする供給量の絶対値が不足な現在はソ連材の輸

入は当然考えられることである。

ソ連材はモミ属，トウヒ属丸太が4割を占め，マツ属

丸太・カラマツ属丸太の順で，針葉樹のパルプ用材，杭

丸太，坑木などを加えて針葉樹素材が95影を占め，他は

広葉棚素材とマツを主とする製材である。昭和40年度の

輸入金額は210億円弱で，今後の開発輸入が実現すれば

500億円を越える額となろう。

ナホトカと繊浜間の航路は1,440kmで，銃海時間も

53時間であり，北海道の小樽とはいっそう短距離に結ば

れるので，ソ連材は裏日本の木材工業地帯といっそう均

密に連結されるであろう。

△

《
）

ソ連材の輸入

わが国におけるソ連材の輸入は主として沿海地方産の

材で，第1次世界大戦後のわが国のシベリア出兵により

沿海地方材が廉価に落札されて，大正10年ごろから容易

に相当量が輸入されるようになった。さらに関東大震災

復興のためソ連材の輸入は第2表のように持続された。

しかし，わが国の満州進出と満州国における森林資源の

開発，国境における日ソ両軍の衡突事件などのためソ連

材の輸入は減退をたどり，ついに杜絶のまま戦時，戦後

を経過した。昭和29年頃からソ連材の輸入が開始され，

第3表のように33年ごろから急速に軌道にのってソ連材

第5表ソ連極東地区の気候統計表

森林資源開発地帯の還境と森林

1．沿海地方；極東の南部地区で，従来から沿海州

と呼ばれ，日本人に親しまれてきた。緯度の上では南部

は北海道と近似の位置にあり，ソ連邦としてば長い海岸

線と快適な気候に恵まれ，太平洋の門戸として，日本，

朝鮮，中共，東南アジアにおける軍事，政治情勢の変化

にまつ先に反応するソ連の太平洋岸の防衛地帯として躍

事的意義を持っている。極東，東部シベリア地区の資源

はウラジオストーク港とナホトカ港を通じて輸出でき，

わが国との貿易は年ごとにふえている。

沿海地方の気候はモンスーン型で，冬期間は比較的短

』
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1960年の統計によると，360万nl3で，北海道の人口の猫

を占める当地方では木材の伐採量もまた約輔となってい

る。木材加工の中心地帯は輸送の便から港に近い地帯に

多く，合板工場や木材加工のコンビナートが建設されて

いる。

農地の作付面讃は57.1万haで，北海道の認にあたる

が，採草地と放牧地の面積は90万haを越え，北海道の

2倍以上となっている。牛の頭数は北海道と同じく30万

頭畑地の作物も十勝の豆作地帯と近似している。

この地方の港，ナホトカは最近10年間に商港，とくに

輸出入港として，また漁港として大きく発展した。ナホ

トカは日本から日本海径由で，ソ連へ入る場合の門戸で

あり，また日ソ沿岸貿易の拠点としても日本人にはなじ

承深い。1964年ソ連貿易省はナホトカに極東貿易事務省

を新設し，日ソ沿岸貿易の拡大を図っている。

2．ハバロフスク地方：森林開発の対象となるのは

サハリン（旧樺太）の対岸地帯で，沿海地方より緯度が

たかいので寒気がきびしい。この地帯の南部地方の平均

気温は1月-22｡C,7月20｡C,降水量5"～600mm

で，この70～75％は夏季に降っている。+10｡C以上の

林木の伸長期間は135～144日で，北海道の山地地方と大

差がない。この地方のソフナルホーズの所在地ハバロフ

スク市の気候は第5表のように年平均気温は-1.5｡Cで

あるが，1月の平均気温は-22.0｡C,7月21.3cC,年

降水量558mmで，冬の寒さがきびしいが，夏の気温は

たかく，植物の生育期の温量指蜘ま59.4｡Cで，帯広市

の57.4｡Cよりもたかい。しかし北部は寒気がきびしく，

冬期は-30°C内外となり，夏季も冷凉で，17～14｡C

で，樹木の伸長期間は100日以下となっている。この州

の中部に位する港，かつての尼港事件で有名なニコライ

エフスクの気候は年平均-2.4｡Cで，夏季も冷涼で，温

量指数が36.1°Cで，農業開発が困難である。

ハバロフスク地方南部の植物系はマンチュリア植物系

とオホーツク，カムチャッカ植物系との混交地帯であ

る。樹種はカラマツ類，エゾマツ，モミ類，カンパを主

とするが，南部に向かうとゴヨウマツ，各種広葉樹が混

交している。

ハバロフスク地方の森林面積は4,280万ha,蓄職54億

Xn3で,1ha当たり平均126m3といわれている。1962年

の木材伐採段は素材740万rn31製材170万In3であった。

木凋エ業コンビナートは木材の索苛に妬菌するアムール

河に沿った都市に発達し，ハバロフスク，アムールフス

クを中心に木材加工，パルプ，板紙，建材などのエ場が

拡張されつつある。ことに共産青年同盟員の手によって

作られたアムールスクの亜硫酸パルプエ場がすでに操業

いが，寒冷で，雪が少ない。平均気温は1月は-20｡C,

8月は+20｡C,年降水量は600～700mm,降雨は夏季

に多い。植物の生育期間は120～200日である。この地域

のソフナルホーズ（国民経済会議）の所在地ウラジウオ

ストーク市の気候は第5表のように夏季ならびに植物生

育期の気候は北海道の帯広市と大差がなく，温量指数は

前者の56.6｡Cにたいし後者は57.4｡Cで近似している。

沿海地方にはシーホテアリーニ山脈が縦走し，山地が

多い。植物系は緯度や高距によって異なるが，大部分は

マンチュリア植物系の森林によって占められ，主要樹種

はエゾマツ，モミ類，ゴヨウマツ，ダフリア系カラマツ

などの針葉樹で，これにナラ，タ・ケカバ，キハダ，イタ

ヤ，クルミ，ヤチダモ，シナノキなどの広葉樹が混交

し，樹木の種類や植生の生活形も北海道と似ている。沿

海地方の北部はオホーツク・カムャッカ植物系の樹種が

混交し，カラマツの蓄職が多くなり，広葉樹が減少して

くるが，南部は東満地区の樹種を主とし，チョウセンゴ

ヨウマツ，チョウセンモミ，トウシラベ，エゾマツなど

と前記広葉樹が混生し，森林の景観は北海道と大差がな

い。この地方の各樹種の蓄積は第6表の比率で示され

る。

沿海地方の約発は森林におおわれ，木材の搬出量は

第6表ソ連の東部シベリア，極東地区の森林の鮒種別
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（林常夫訳世界の森林資源1926）

第7表日ソ貿易における主要輸入商品金額(通関実縦）
単位100万ドル1961年度
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を開始したが，この工場は合成繊維製造用のビスコー

ス・セルローズを年間11万トン生産するはずである。第

2期工事で建設される工場は亜硫酸パルプ29万トンを生

産し，そ奴で28万トンの包装紙が作られる予定である。

ハバロスク地方に包含されるユダヤ自治州は全面積の

％が森林で，アムール河中流に沿い木材工業が盛んで，

20以上の木材企業があり，製材，枕木，坑木，合板，タ

ール，家具製造を行なっている。ピラカンの製紙工場は

極東の大工場の1つである。

ハバロフスク地方の耕作面溌は18.8万haで，狭少で

あるが,主要作物は大豆で,ついで馬鈴薯,野菜であり，

乳牛は北海道の半数にゑたないが，夏季の高温から今後
の発展性が期待できる。

鉱産物の埋蔵資源が多く，粘結炭，鉄鉱石，錫，黒鉛

など今後の開発が期待され，漁業資源も豊富であり，ハ

バロフスク市は極東経済の中心地で，人口約38万，ここ

には製油，木材加工，各種機械，造船，建材などの工業

企業が集中しており，また運輸，教育，文化の中心地と
なっている。

は日本への海運輸出が有利であり，現地の木材エ業コン

ビナートが整備されていない現状ではソ連の極東の総合

開発には日本との提携が必要で，木材輸入の必然性があ

る。

しかし日ソ貿易展開のための障害もかなり多い。それ

らはつぎの諸点である。1）日本がソ連から買付ける商

品が，石油，木材，銑鉄の3品目で，全輸入額の67％を

占め，これに石炭を加えると74％となり，ソ連の貿易の

健全バランス主義と抵触する。このためには対ソ輸入品

目の多様化開発にいっそう努力する必要がある。木材に

ついて象れぱ，輸入量のほとんどが素材で，製材，その

他加工品の輸入は3影弱にすぎない。2）ソ連の対日輸

入品目の主要なものは機械，設備で，この支払いについ

てソ連は長期の延べ払いを要求する。すなわち日本側の

条件は頭金40～50％，3～4年の分割払いであり，ソ連

側は頭金30％，6～8年の延べ払いを要求し，契約が難

航する。しかし木材は石油のような当初の大なる設備投

資が少ないので，比較的契約が行なわれやすい。3）ソ

連の極東開発7年計画完成後には木材の加工コンビナー

トも整備するであろう。したがって将来は製材や加エ製

品の輸入が増加するであろう。現在ソ連の採材の規格が

まちまちで，わが国の建材規格と合致しないものがある

が，これらは容易に補正できよう。

以上両国の貿易が今後いっそう発展することが予想さ

れるが，これについて次のコスイギン首相のメッセージ

を引用したい。1965年元旦の朝日新聞につぎのように述

べている。「ソ連と日本は互いに細い海でへだてられて

いるだけの隣どうしである。日本列島とソ連極東地域と

で新年がほとんど同時に始まることはその二例でもあろ

う｣。日ソ貿易額のうちで，16％を占める木材の輸入額

が今後いっそう増大が期待される。極東地区に関する参

考資料が少なく，中田功氏のソ連極東地方1～5の文献

（札幌林友）を引用する点が多かった。ここに特記して

謝意を表する。

一
一

日ソ貿易と木材

1961年度の日ソ貿易額は第7表のように1.5億ドル

で，木材は16％であるが，1962年の日ソ貿易額は3億ド

ル近い額となり，1956年と比較すれば約82倍に達し，6
年間の成長率は年平均42影であるから，今後も日ソ貿易
は相当の高津で発展するものと思われる。

その要因としてあげられるのは，1）日ソ両国は近接

し，海運の便がきわめてよい。2）日本は高度の工業国

で，ソ連の必要とする機械，設備類の生産国である。

3）ソ連では1956年以来東部開発計画を進行中で，その

ために必要な開発資材やシベリア，極東地域における労

働者の生活物資などについての潜在需要が多い。4）日
ソ貿易の発展を日ソ両国の関係者が熱望している。こと

に木材は荷重大で，ソ連の中央工業地帯に輸送するより

[壹
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植者の選定をあや童ったためであるなどと称して，荒廃

したままで放置しておくことは国民経済上の損失が重大

である。

森林草地化の経済的意義

最初は乳牛を主としたが，山村辺地における酪磯経営

は困難であって，開墾して牧草の栽培に着手しながら途

中で放棄した例が多い。牧草を栽培しやすい北海道で

も，酪農は儲からないという人が多く，悲惨な実例がテ

レビで紹介されている。マスコミの取りあげかたは興味

本位になりやすく，公平であるかどうかわかりかねる

が，飲用乳は別として，加工原料乳のぱあいには乳製品

の生産費が国際価絡の2倍内外の高値であることを忘れ

てはならない。

農林省は食糧省であって，木材の生産や森林の効用を

忘れているという人があるが，食糧の増産が重要である

としても，生産費や価格対策を軽視していることは遺憾

である。なお食糊増産政策が林業にどのような打撃を与

えるおそれがあるぱあいでも，腱林省の一部局である林

野庁はその最高方針に盲従しなければならないことを頭

要視する必要がある。

従来のように農政失敗のしりぬぐいをおしつけられ

て，貴重な森林を艇業振興や農民救済のギセイにされて

いては，森林の公共的効用をうしなうばかりでなく，林

業家の造林意欲をさまたげ，将来の木材生産が減少する

ことが憂慮される。

未墾地買収のぱあいには，価値の高い立木のある優良

森林が狙われ，立木転売による利益を主目的とするよう

な印象をうける例が多かったが，まったく利用されてい

ない伐採跡地を見ると涙がこぼれる。

最近の森林草地化は乳牛にかわって肉牛の大増産を期

待し，近年斜陽になった薪炭林を対象とするというが，

実際の選定になると価値の高い森林にふりかえられるお

それがある。

森林を開墾して草地とすることは，多くの経費を要す

ることと，牧草の栽培がむずかしいことが難点である

が，予算さえあれば実行できるとしても，牛肉の品不足

は役牛の激減によるばかりでなく，肉牛の飼育がソロバ

ンにのらないこともその一因であるから，たれが実行す

るとしても赤字の補俄が重大問題になって，生産費を節

減できるとは考えられない。

近年林内放牧を推奨する人があるが，ヨーロッパの林

業先進国ではその弊害を認めて全廃しているばかりでな

く，わが国でも労力や冬の飼料などを考えると決して有

利にはなるまい。

牛肉の輸入は困難であるし，森林の草地化によって飼
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中 村賢太郎

〔東大・名祥教授〕

国有林野活用法案促進運動がさかんであって，林業関

係者にもこれを支持する人があるが，最近にはさらに肉

牛大増産のために数100万haの森林を草地にかえる企

画があることは重大問題である。

開拓は成功したといえるか

開拓関係の農林官僚は戦後の開拓ほど功縦のすばらし

いものはないと自慢しているが，終戦直後の食糊難時代

は別として，現在生活が安定している開拓者はわずかで

あって，離幾離村した脱落者が少なくないばかりでな

く，多額の負債をかかえて45万円の離股奨励金では逃げ

だせないため苦しい生活を続けている開拓者が多いこと

はテレビで再三とりあげている。

林業視察にでかける人は，いたるところで立木を伐り

あらしたまま放置されている開拓失敗の荒蕪地を見るは

ずで，成功地だけしか案内してもらえない開拓閥係者と

同じ見解を有する自称林業人があるとすれば，それは山

を歩いていないニセ林業技術者であろう。

ひとつの町村内で数100haの開拓地へ何億円という巨

費をつぎこゑながら，そのすべてが荒蕪地になっている

話を聞くことがあるから，全国で開拓失敗のために浪費

した経費は数千億円に達するかと思われる。

林業関係者は開拓成功地を見ても古くからの股地と区

別できないから，失敗地が多いことをきびしく批判する

傾向があるのに反して，開拓関係者は成功地だけしか知

らないため，両者の見解は完全に対立することになる。

すなわち両者ともに楯の半面しか見ていないから，公正

な判定はむずかしいが，開拓を支持する人は山を歩いて

いないことは確実である。

開拓失敗地はもとの所有者に返環すべきであるが，入

＝
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木材の増産はもちろん重要であるが，森林の効用はさ

らにいっそう重要であることを忘れてはならない。食綴

の増産が望ましいとしても，森林を伐りあらしたり，木

材生産の重大な障害になるぱあいには，両者の利害得失

を慎重に比較検討する必要がある。

農産物には国内の生産饗が高いために半値内外で輸入

できるものが多く，股民保護のために輸入を制限してい

る例があるのに反して，木材の輸入はすでに自由化され

ているがかならずしも簡単には輸入できない。わが国へ

の輸入があまりに多くなったためであろうが，ラワン材

と米材とは丸太の輸入が制限されそうである。ソ連材だ

けは先方がシベリアの大森林の開発を希望しているが，

国内における需給がわるくなって価格が高くなると，ソ

連材はそれだけ値あげされそうである。

外材はすべて天然林を伐採しているものであるから，

その供給が永久に続くとは考えられないし，伐採が奥地

へ進むと経費がかさむであろう。木材は農産物とちがっ

て，輸入が困難になってから増産に着手することは意味

がないゆえ，いそいで百年の計をたてる必要がある。

林業関係者は森林を愛護して，その効用を十分に発揮

させながら，多量の木材を生産するように努力すべきで

あって，とくに外材の輸入をふやせるぱあいには，国内

の伐採量をへらして蓄秋を豊富にすぺきである。それな

のに，わが国には短期育成論者が多く，また需給調整を

口実として森林を伐りあらして公共性軽視という非難を

うけることがある。

森林の効用や木材生産の重要性を考えることなく，食

樋生産の可能地はすべて艇牧に利用すべきであると主張

する論者があるが，可能と適否とは別問題であって，国

民経済的考察によれば現在の森林に大面積の農牧適地が

あるとは考えられない。従来の森林解放が価値の高い立

木を狙う利権運動であって，伐採跡地が荒蕪地になって

いる例が多いように，今回の活用法案も政治献金の話を

聞くと，条文そのものに欠点がないとしても，同じよう

な結果になることが憂慮される。

その禍根は不当な安値で入手できることであるから，

利権を伴わないように適正な評価を厳守すべきである。

たとえば西日本で森林をミカン園にすることに反対する

理由はないが，現在は有利であるとしても将来生産過剰

になるおそれがあるとすれば，環境の適否や経営の合理

化などによって生産饗をどこまでさげられるかを検討す

べきであって，農林省の肉牛生産のように経済問題を軽

視しているような印象をうけるぱあいには，たとえ飼育

可能の森林でも草地化はかならずしも適当ではあるま

い。林業技術者としては，国民全体の幸福を考えて森林

料の輸入をへらしたい事情はわかるが，生産費は高くな

ぉはずである。わが国のビフテキは世界無比であるとし

ても，高い牛肉を賞味できる政治家・高級官僚・社用族

などの特権階級以外の国民にとってはありがた迷惑であ

る。大衆むきの食肉としては，土地を要することがわず

かであって，安い価格で大量に生産できる豚肉に重点を

おくべきである。

畜産は天然の大草原を有する地方に適するものであっ

て，わが国のように気候が牧草の栽培に適しない地方

で,森林を無理に草地にかえて実行すべき産業ではない。

腿林省が食綴生産一辺倒になって林業を軽視し，森林

の効用を認めないとすれば，林業関係者は協力一致して

．林野庁をほかの官庁へ移す運動を開始すべきである。

森林面積は過大であるか

－－木材生産の意義と森林の効用一

林野庁は森林の総面讃だけしか発表していないため，

その大部分が経済林であると考えて，森林の解放を要求

する人が多い。しかしながら，価値の高い経済林はおそ

らく3～4割見当であって，1,340万haという造林目標

は過大であると思う。

森林面積が国土の7割近いのに，木材の伐採量が少な

く，多量の外材を輸入しているのは，林業関係者の責任

であるという人があるが，経済林の面積が比較的少ない

こと，人口が多いこととを考臘すると，大幅の増産を期

待す為には強力な対策をうちだす必要がある。

わが国の耕地面積が少ないことを批判する指導者があ

るが，世界無比の天災国として地形や土壌の性質などが

わるいためであって，農地をふやすことが至難であるば

かりでなく，造林の適地もまた世人の期待に反してわず

かしかないから，利権運動の対象にされやすい美林をむ

や象に解放したら林業はなりたたなくなる。戦後の未墾

地買収は農耕に適しない優良造林地を不当な安値で強制

的にとりあげ，開拓に失敗すると放棄しているが，類似

の失敗をくりかえしてはならない。

国有林野活用法案は従来の次官通牒とほとんど同一で

あるから問題にするに及ばないという説があるが，促進

運動がさかんであって，使いきれないほど巨額の政治献

金が築童るのはなぜであろうか。献金は利権と結びつき

やすいから，法案が通過したらその運営に重大な不安を

感じるのは当然である。

国有財産の売買・交換などには黒い霧が連想されやす

いが，とくに森林は地利・地位その他によって価値が極

端に違い，評価がはなはだ困難であるため，利権の対象

にされやすい。りっばな立木には1haあたり数千万円と

いう例があるだけに警戒を必要とする。
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の効用を発揮しながら，生産喪の低減につとめて多くの

木材を生産するように努力すべきであるが，わが国に

は，うたを忘れたカナリヤのような，森林を忘れた林業

技術者が多すぎあ。

農林省の食糊増産計画は林業家の立場を無視してい

て，利権屋が活躍するおそれがあるが，林業経営上の適

正の評価を厳守すれば，解放運動はたちまち解消すると

思われる。草地化を口実として大面積の森林を不当な価

格でとりあげるような法案が成立したら，林業の将来は

ヤミになるが,憲法に違反するおそれがないであろうか。

林業のにない手

森林を開墾して食纈の増産に努力しても，森林の評価

を安くするだけでは，生産我が高いため赤字になりやす

く，その大部分が荒蕪地になって国民経済上重大な損失

になりそうである。

これに反しても，林業を経営するぱあいは事情がちが

うが，時価で買うとすればすばらしい利益があるわけが

なく，たとえ国有林といえども不当の安値で処分するこ

とは許されない。

林業先進国には国有林論者が多いが，わが国には国有

林が企業性本位になって公共性を軽視しているという人

がある。地元民が公有林を希望することには一理がある

が，府県または市町村が理想的に経営している例は比較

的少なく，一般には公有林はもっとも荒廃しているとい

われるゆえ，国有林を地方公共団体に移譲することには

反対する人が多い。

私有林には零細な所有者が多いが，薪炭が斜陽になっ

て，農家の労力が不足勝ちになると，農家林業は少数の

篤林家にかぎりそうである。造林地を所有する農民が多

くの山林所得に恵まれているとしても，それは数10年間

にわたって造林保育に努力して多額の立木資産をつくり

あげた結果であって，国有林の活用によって早急にこれ

に類する恩恵を与えることはできない。わかりやすいた

めに個人へ分譲するぱあいを想定すると，国有造林地

300万ha全部を20haづつわけると15万戸分しかなく，

林野庁の総収入約1,000億円を50万円づつ分譲しても20

万戸にすぎない。国有林を実質的に全廃してもこの程度

であるのに，利権追求と思われる活用運動がさかんであ

るのはふしぎである。これによって，森林が荒廃するお

それはあっても，林業を振興して木材を増産できるとは

考えられない。なお鯉業と同じように，林業でも大規模

経営を有利とするから，国有林を細分することには賛成

できない。

木材の消磯は増加する一方であって，昭和42年には外

材が約4割になづて，9億ドル以上に達したため，内地

材の増伐を要求する声が高まり，森林の効用を失うおそ

れがあるが，森林を分譲したら伐採がいっそうはげしく

なると思われる。

わが国には森林愛護の精神を失った林業技術者が多く

なって，どのような林業のにない手を理想とするかと聞

かれても返事にこまるのが現状である。すなわち官公私

を通じて，安心して経営をまかせられる林業人はぼとん

どなく，一部の近視眼的ニセ林業指導者から利己本位と

いう批判をうけそうな少数の篤林家だけしかいないこと

はまことになげかわしい。

すなわち，あるものは短期育成林業を礼讃し，あるも

のは需給調整のためと称して不当の増伐を強行し，ある

ものは利権本位の森林の活用を熱望するなど，木材生産

の基盤である森林は貧弱になる一方であって，林業およ

び森林の将来が憂慮される。木材が不足して高くなった

り，収入がほしくなると，林業の本質を忘れて，増産と

称して不当の増伐を強行して，森林を伐りあらす例が多

い。

むすび

農林省は食綴に重点をおいて森林の効用や木材の生産

を忘れがちであるが，林野庁もまた林業の本質を理解し

ているとはいえない。すなわち短期育成を技術の進歩で

あると考えて礼讃したり，木材が高くなるばあいや，台

風による被害木の処分などで，計画以上の伐採を実行し

たり，大型機械の導入で大面蔵皆伐を実行す急など，公

共性軽視が批判されているが，森林の現状を見ると外材

の輸入が激増することはふしぎでなく，従来のように林

業を軽視していては将来の木材需給が不安になるのは当

然である。森林面積はおどろくほど広くても経済林は意

外に少なく，しかも経済林の蓄讃があまりに貧弱である

ことが大きい短所であるのに，森林の解放や増伐がさか

んに要求されている。

林野庁は森林の効用や木材生産の意義を広く国民に認

識させることが急務である。

近年山村の農地へさかんに造林を実行しているのに，

森林を農地にかえて採算がとれるとは考えられないが，

肉牛の飼育も赤字になる場合が多かるべく，増産が実行

しやすい豚にかえるのが艤識であろう。

森林は社会福祉的効用が著しいばかりでなく，木材は

外材とほぼ同じ価格で生産できるのに反して，蓄産物の

生産費は輸入品の約2倍であるのに，なぜ大面稜の森林

を草地にかえようとするのであろうか。

林業最大の害敵はあやまれる艇政とこれにともなう利

椛屋であるが，一般国民ばかりでなく林業関係者までが

森林愛護の精神を持っていないことが重大問題である。
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被害がはなはだしく，スギ品種と赤枯病の問題に注目す

べき事例を提供している。

カラマツの落葉病はその伝染および発病経過に，他の

病気ではゑられない特異な性状をもつものである。すな

わち，前年の病落葉が地上で越冬，5月中・下旬から7

月中・下旬の約2カ月間に限って病気を起こす胞子（し

のう胞子）が形成，飛散，これがカラマツの葉に到達，

発芽して葉内に侵入，約1カ月の潜伏期を経て発病す

る。それで顕著な病徴を示すのは夏以降で，秋になると

この病気の特徴である激しい落葉が起こる。病葉には褐

色～暗褐色の病斑が数個形成され，この部分にきわめて

'1型の胞子（精子）の生成をみるが，これは発芽能力を

まったく欠き，したがってこれによって病気が伝染する

ことばない。それで生病莱上の病原菌から周囲に直接伝

染して被害が拡大することはなく，越冬病落葉に形成さ

れた胞子（しのう胞子）による第一次伝染がこの病気で

は発病のすべてで，病気にかかった葉にできた菌体（精

子）から，隣接する生葉に病気がうつる第二次伝染は，

この病気では存在しない。

もっとも，落葉病に非常によく似たカラマツの病気

に，にせ落葉病というのがあり，この場合には夏～秋に

生病葉から隣接する生葉に病気を伝染させる胞子（分生

胞子）が形成されるので第二次伝染が起こる。しかし，

赫耐i瓶
ミ夏から秋に発生する

造林地の主な病害虫

伊藤一雄

〔林試・保護部長〕

各種の害虫はいうまでもなく，またいろいろな伝染病

を起こす病原体はいずれも生物の通性として，その活動

は温度条件によって強く制約され，ある気温以下では正

常な生活機能が停止される。したがって，わが国のよう

に四季の移り変わりが判然としている自然環境下で諸種

の病害あるいは虫害が発生するのは春，夏，秋の三季節

に大体限定され，雪腐病のような特殊な場合を除き，冬

季には病害虫の発生が見られないのはこと改めていうま

でもない。そして晩秋から翌早春にかけて病原菌では菌

系または胞子の状態で，なお害虫では卵，幼虫または蝿

の状態で越冬するのが常である。

病気でも害虫でも春に限って発生するものがある一

方，春から秋の長期間にわたって発生するものもある。

病害虫の被害の現われ方にも春は春なりに，秋は秋なり

にそれぞれ相違のある場合も少なくないし，それから秋

では病原菌や害虫がそろそろ越冬への準備態勢に移行す

るときでもある。それはそれとして，夏と秋に造林木に

よく見られる主要病害虫のいくつかについて次に述べる

ことにする。

一
、

象

～
＃
騨難＃

〕
積

〃

一
）

病害

スギ苗の赤枯病は夏から秋に被害がもっとも顕著に現

われる病気としてよく知られているものである。新植造

林地で，赤枯病にかかった苗木を植えた場合，被害が進

展して典型的な赤枯病の病徴を呈し，成長不良になるば

かりでなく，なお環境が過湿な場合には，定植後の新た

な伝染によって緑色の主軸（幹）あるいは緑枝に暗褐色

の胴枯型病斑が形成され，これはのちに溺腐病となる。

このような経過は従来本州ではごく限られたところ以外

では見られなかったが，最近九州地方でさし穂採取用の

台木および造林された品種クモトウシにしばしば見い出

され，夏から秋に赤枯病状および胴枯型病斑形成による 写真1先枯病激害カラマツ幼齢造林木（北海道9月下旬災
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この病気は落葉病にくらべて，その発生はごく限られた

地方にしか見られないので，実際上はほとんど問題にな

らない。

夏から秋に造林地に発生する重要病害として，その第

一に指を屈しなければならないのは，なんといってもカ

ラマツの先枯病であろう。5月上・中旬から病樹に形成

される胞子（しのう胞子）が当年成長枝に飛んでいって

適当な湿気があれば発芽してこれに侵入，2週間内外の

潜伏期をもって発病するのであるが，これが第一次伝染

である。この時代にはそうひどい被害状況ではないが，

病枝梢にはやがて別の胞子（柄胞子）が形成されて伝染

源になり，付近の枝梢に達して発病させるわけである

が，これがこの病気の第二次伝染といわれるものであ

る。

病原菌は前年病気にかかった枝の表皮下で越冬し，5

月上・中旬からしのう胞子を形成しはじめ，しだいに形

成壁を増して6～9月には非常に多くなる。しのう胞子

は風でたやすく飛屡性質があり，したがってかなり遠距

離の伝染を起こす。一方，しのう胞子による伝染で発病

した患部にやがて形成される柄胞子はしのう胞子と違

い，風だけで飛散することはなく，水滴と風，すなわち

自然では雨しぶきとともにカラマツに到達するもので，

したがって遠距離の伝染には役だたない。柄胞子もしの

う胞子と同様にしてカラマツの枝梢に侵入，まん延して

病気を起こす。柄胞子の形成期間もかなり長く，7月中

旬ごろから11月下旬まで承とめられる。このように，先

枯病は病原菌のLのう胞子と柄胞子の両方によって伝

染・発病するものであるから，この2型の胞子が多量に

生成される7～9月は伝染時期として最も重要で，また

この期間は温度。湿度およびカラマツの枝梢の伸び方か

ら象ても，きわめて侵されやすい季節といえよう。な

お，しのう胞子および柄胞子の形成時期はその年の気

温・湿度に影響されることは当然で，したがって伝染時

期には年ごとにおそい早いがある。

先枯病にかかるのは普通当年成長枝に限られ，前年成

長枝が侵されることはなく，当年成長枝は主枝も二次枝

（土用芽）もともに罹病する。なお，この病気は夏季高

温で夏台風がしばしば来襲する年にはとくに被害がはな

はだしく，秋口に入って高温がつづき，台風が訪れると

病勢はいっそう顕著になり，反対に夏季低温で農作物の

冷害が懸念されるような気象条件の年には概して被害が

軽い傾向がある。（写真1）

病気としてはそう恐ろしいものではないが，強風ある

いは台風によって病状が著しくなるものにヒノキのペス

タロチア病がある。これは夏から秋に強い風で葉に傷が

つくと，この部分を足場にして病原菌が侵入，葉が鮮紅

色を呈してかなり遠方から見てもそれと判定できるよう

な徴候を呈する。

マツ類の葉さび病は春に発生する病気で夏になるとほ

とんど目につかなくなる。しかし，病原菌の性質からし

て，これはまったく終息したのではなく，中間寄主に移

行してマツ類から姿を消したにすぎない。すなわち，ア

カマツに葉さび病を起こす病原菌では野生のキク科雑草

を中間寄主とするもの，ツリガネニンジンに移るもの，

キハダを中間寄主とするものなどがあり，童た五葉マツ

類ではヒヨドリバナ類を中間寄主とするもの，ヘクソカ

ズラに移るものなど種為である。そして，これらの仁|』間

写真2夏季急速にしおれた胴柚蒲総痛クリ（銀寄）

寄主に夏胞子，やがて冬胞子を形成，冬胞子が発芽して

小生子ができ，これがマツ類の葉に侵入，越冬後翌春葉

さび病を起こす経過をたどる。したがって造林地で，キ

ハダに冬胞子ができる前の夏にこれを刈り払うことによ

ってアカマツの葉さび病を，また同じくヒヨドリバナ類

を刈り払うことによってストローブマツの葉さび病の発

生を予防できるのは，さび病菌の異種寄生性という特異

な性質を利用して，その生活史を中断するからである。

紫紋羽摘やならたけ病は，とりたてて夏秋の病気とい

うのではないが，これらによって根が侵された林木が蒸

散作用の盛んな夏季において枯死するものが続出，病樹

は遠望してもそれと見わけがつくほど顕著な被害状況を

現わすことがある。
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広葉樹類のさび病や斑点性病害の多くは夏～秋に被害

がはなばだしくなるもので，ハンノキ類のさび病，カン

パ類のさび病，ポプラのさび病，ハンノキ類の褐斑病，

カンパ類の褐斑病はその好例である。またポプラのセプ

トチス葉枯病，マルゾニナ落葉病では，さび病と同じく

夏から初秋にかけて，病葉の激しい脱落をみる。ハンノ

キ類胴枯病の芽枯型被害は梅雨あけから発生，被害の著

しくなるのは8月中・下旬以降であり，同じく胴枯性病

害の例として，クリの胴枯病はその病勢が激しいときに

は夏に病樹の枝葉が一斉にしおれて全株死にいたる場合

がある。（写真2）なお，重要樹種の中には入らないが，

夏から秋にのみ非常に目だつ被害をうけるものに，トケ

ナシニセアカシアのくもの巣病がある。これは葉が腐

敗，枯死，脱落してたやすく本病と判定できる徴候をし

めし，いちど発生した樹にはその後毎年くりかえして発

病する特徴がある。

都の高尾山に数年前これが大発生して問題になり，天敵

ウイルスをヘリコプター散布して防除を行なったことが

ある。そのせいであろうか，今年あたりはほとんど姿を

消して，実験材料を集めるのに困難を感ずるほどである

という。

マツ類の新梢および球果に穿入してこれを食害するマ

ツズアカシンムシおよびマツノシンマダラメイガ，カラ

マツの葉を食害するカラマツツツミノガはいずれも幼虫

が被害を及ぼし，春から秋の長期間にわたって見い出さ

れる。カラマツツツミノガは春から夏には越冬幼虫が，

そして秋には若齢幼虫が葉を食害する。

■

《
』

F

害 虫

法定害虫に指定されているマイマイガははなはだ雑食

性で，その幼虫がカラマツ，アカマツ，コナラ，クヌ

ギ，クリ，ハンノキ類など多くの針・広葉樹の葉を食害

し，春から初夏にかけてよくふられるものである。（写

真3）同じく法定害虫の1種マツカレハ（まつけむし）

の成虫の羽化期は地方によって遅速があり，本州では7

～9月である。春から夏には越冬幼虫が，そして夏から

写真4マツカレハ被害林（山田氏原図）

中部および関東地方のカラマツ林に大発生して問題に

なっているカラマツマダラメイガは最も瞥戒を要する害

虫である。この幼虫は8～9月に現われ，集団で糸をは

いて葉を食害し，大発生の場合には，9月下旬にすでに

緑葉をほとんど止めず，全山赤褐色となる。9月下旬に

なると老熟幼虫は糸をはいて懸垂降下し，地面近くの粗

皮の割れ目，倒木の下面あるいは岩石の下面にもく．り，

薄いまゆを作って踊化する&

スギハムシはスギ，ヒノキ，アカマツ，クロマツを加

害し，とくにアカマツ，クロマツを好食する。幼虫で冬

を越し，6月下旬～8月上旬に成虫が現われ，これが群

集して葉を食害，7～8年生以下の幼齢木はこれによっ

て枯死することがある。

コガネムシ類の幼虫，いわゆるねきりむしは春から秋

にわたって苗畑で苗木の地下部を食害することでよく知

られている。夏季造林地で葉を加害してしばしば問題に

なるのはスジコガネおよびオオスジコガネである。これ

9

一
〉

写真3カラマツ枝上のマイマイカ幼虫（山田氏原図）

秋には若齢幼虫がそれぞれマツ類の葉を食害する。ヤツ

カレハは森林害虫のうち最も恐るべきものの一つで，時

に大発生してマツ類を枯死させるか，または樹勢を弱め

て穿孔虫の発生環境をつくる。（写真4）これら両種は

幸にも最近は大発生を耳にしないが，しかし局地的には

ごく普通にゑられるものである。

マイマイガに近縁のハラアカマイマイはモミ類に春か

ら初夏に顕著な被害を与える。観光地として有名な東京

'
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ら両種はともにスギ，ヒノキ，カラマツ，マツ類，サワ

ラ，エソ､マツ，トドマツなどを加害し，成虫が現われる

のは6～8月，その最盛期は7月下旬～8月上。中旬で

集団加害し，被害のはなはだしい造林地では虫蕊が雨あ

られのように落下する。

カラマッォォアブラムシおよびトドマッォォアブラム

シはともに春から秋に発生，幼虫と成虫が外面から若枝

の樹液を吸収して，それぞれカラマツおよびトドマツを

加害する。なお，これらはある種の病害とも関係があ

り，すなわちすす病菌は単独で寄生する力はなく，アブ

ラムシ類の分泌物に繁殖して樹木の同化作用を害して被

害を与える。トドマツがんしゅ病はl､ドマツオオアブラ

ムシの加害が誘因になって発生する場合がしばしばある

ということである。

スギノハダニは年発生回数が10回内外にも及び，春か

ら秋にわたる長期間被害を与える。卵で越冬し，越冬卵

のふ化するのは4月ごろ，成虫は常にスギの葉上に産

卵，その経過ばきわめて不斉一である。春から秋にかけ

て常に葉上に卵，幼虫，亜成虫，成虫が承られる。被害

は苗木または10年生以下の幼齢木に多いが，20～30年生

の壮職木が加害されることもある。最近苗畑では浸透性

殺ダニ剤の土壌施用によって長期間の発生防止が可能に

なった。なお，トドマツノハダニは北海道において夏季

に発生，やはり幼虫，成虫とも葉の汁液を吸収して加害

する。

ハンノキ類は種々の害虫に加害されやすい櫛腫で，春

から夏にかけてハンノキハムシの幼虫および成虫に葉が

食害され，また榔幹をせん孔するものとしてはコウモリ

写真5アメリカシロヒトリ若幼虫（野淵氏原図）

ガ，ゴマダラカミキリ，ハンノキカミキリなどがある。

コウモリガは春から秋の長期間にわたって幼虫が幹にせ

ん孔，これを折，枯損するが，なおこれはスギ，ポプラ

その他の樹種も加害する。ゴマダラカミキリの産卵は夏

で，樹幹にせん孔して食害し，根際から根部に被害が多

い。ハンノキカミキリの産卵も夏季で，幹にせん孔さら

に樹皮部および材部も食害する。

造林木というよりは，街路棚および庭園樹の多くの樹

種を加害するアメリカシロヒトリは，ここ1～2年来ま

たまた被害がはなはだしくなってきている。この発生は

年2回で，1化期の蛾は5月上。中旬～6月中旬。ふ化

した幼虫は葉を吐糸で内側につづり，巣状のものを作っ

て群棲，3齢以後（6月）に加害する。2化期の蛾は7

月中旬～8月中旬に発生，これが酋郵，やがてふ化して

幼虫になり，9月にふたたび加害する（写真5)。9月

に大発生するのは，多くの場合，1化期の6月にてって

い的な駆防を行なわなかったことによる。

＝
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会員の皆様の投稿を募ります。下記の要領により振ってご寄稿下さい。会員

の投稿によって誌面が賑うことを期待しております。

岡技術体験の紹介，実験・調査等の結果の発表。自らためし，研究したり，調査したり，実行した結果をわか

りやすく他の会員に紹介する目的で，要点だけをできるだけ簡単に書いて下さい。複雑な図や表はなるべく

省いて下さい。〔400字詰原稿用紙15枚以内（刷り上り3ページ以内)〕

園林政や技術振興に関する意見，要望，その他。林業の発展に寄与するご意見，本会運'断に関すること，会誌

についての意見，日常業務にたずさわっての感想などなんでも結構です。

[400字詰原稿用紙10枚（刷り上がり2頁)]

口上記についての投稿は会員に限ります。蓑た原稿は未発表のものをお寄せ下さい。
□図，表，写真などを入れる場合は，上記内の制限字数から一枚について300字づつ減らしてお書き下さい。
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口掲載の分には，薄謝を贈呈いたします。
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ササの種類別標準散布量 (kg/ha)I
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除草剤使用上の問題点
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(注）1．地ごしらえに粒剤使用の場合は20%増量
2．散布時期は夏季がよいが，粒剤は10月頃まてさしつか
えない

3．空中散布の場合は，防燃加工粒剤使用

標準散布量は通常平面積に対するものであるから，当

該散布地の傾斜度に応じて増量を必要とし，15度位まで

は倍率も小さいが，20～35度の林地では11～23影方まか

れる実面績がふえ，これを無視すると，とくに粒剤の場

合有効散布量（接地粒数）が不足し効果にも影響する。

2）土壌中の有機物含有量による影蕃

土壌中に有機物の含有量(主として硝酸塩)が多いと，

これに吸収されて分解をうながし除草効果が低下するか

ら,Ao層が厚い場合は増量散布の要がある。

3）土壌水分との関係

土壌中の水分含有量が多くなるにつれて，薬剤の分解

が早まり除草効果が減少する。したがって，特別の場合

を除き，谷筋は峰通りにくらべ散布鼠を増す必要があ

る。

4）日照度との相関

一般に受光瞳が少ないと，グルコースその他の還元性

物質の働きがにぶく，蓑た，水分の動きも活発でないな

どの関係で効果が低下するから，上木のあるところや沢

通りの日陰地は散布麓を増量する。

(4)薬剤の散布にあたっての注意事項

1）薬剤の諸性質なにらび関係法規をよく理解して,災

害防止，保健衛生，散布効果に手落ちのないよう措置す

る。

2）筋まきの場合も，原則的には全面散布と同じだが，

面積按分で散布通をきめると，薬盤不足になるので注意
する。

3）効果の発現がわるく半枯れの状態で，再散布する

場合でも，当初と同じ量を必要とし，散布量を減らして

はいけない。

4）均一散布が必要で，重た'刈り取り後よりも地上

部（竹幹）が藩いている場合の方が効果が高い。

5）酸性度のとくに強い土壌でば，薬剤が急速に分解

して除草効果が落ちるおそれがあるので，散布を見合わ

宅勇
一
一
一
一

一

ｰ ジゴ

〔林業薬剤協会・技術顧問〕
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はじめに

林地除草剤も，関係各方面のご努力によりかなりの躍

進を象るに至ったが，仕事が進むにつれていろいろの問

題が指摘されている。これらの疑問点については早急に

解明する必要を感じながら，いまだ科学的な裏づけが得

られていないものが多い現状にある。除草剤はホルモン

系と非ホルモン系に大別され，その種類も単剤のみで

140余を数え，林地に使われるものも多いが，紙面の制

約もあり，ここでは現在事業的に使用されている除草剤

の中から，両系統薬剤の代表格である2.4-D,2.4.5-T

系と塩素酸ソーダ系を中心に，これまでの実験で現象的

に見られたことがらを韮に，気づいた点を断片的に要約

して，実務にたずさわられる方煮のご参考に供したいと

思う。なお，記述が端的で，内容の説明がきわめて不十

分であることをおゆるしねがいたい。

6

』

塩素酸ソーダ系除草剤

本剤がササに卓効のあることは周知のとおりである

が，その使用上の心得について,2，3の要点をあげて承

よう。

(1)除草剤としての特性

本剤は，強力な酸化力で植物の細胞組織を破壊して枯

死させる非ホルモン系の移行性をもった接触型除草剤

で，茎葉からだけでなく雑草木の根部から吸収されて移

行し，十分に除草効果を発揮するが，残効期間は比載的

短く，普通2カ月程度である。なお，わが国では酸性土

壌で雨量も多く，散布回数もひんぱんでないため，連用

による土壌への悪影響は少ないと考えられる。

(2)散布量

(3)散布量の調整

1）傾斜度による増量

一

…
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せること。

〔参考〕ススキ，クズに対する標準散布量(g/株）

(4仮応効果

1）ブラシキラー乳剤},2.4.5-T乳剤

休眠期の切株処理と，ぼう芽初期の処理は，両薬剤の

油溶液散布がよく，ぼう芽最盛期処理では，ブラシキラ

ー乳剤の水溶液散布が経済的である。

植生別の反応効果は同剤ほとんど同じで，ムラサキシ

キプ，ツツジ類，トネリコ，クルミなどには効きがわる

い｡

2）ブラシキラー粒剤

乳剤と同様選択的に効果の劣るものが認められ，効果

のあがらないものはササ，ススキその他のイネ科植物を

はじめ，常緑広葉樹，ムラサキシキブ，リョウブ，マユ

ミなどで，効果の劣るものは，クヌギ，ナラ類，カシ

類，サクラ類，カエデ類，アブラチャン，ツツジ類，ケ

ヤキ，サンショウ，シャシャンポ，イタドリ，コシダ，

ウラジロ，ワラピその他である。

(5)降雨と効果との関係

ブラシキラー粒剤の場合，散布前の降雨は対象植生へ

の付着をよくし，効果を高める傾向が認められ，散布後

1時間以内の降雨でも薬剤が完全に流されない程度であ

ればほとんど効果が劣らなかった成績もあるが，普通3

時間以上そのま室おくことが必要である。乳剤は速効性

であるから，雨に対してはいっそう安全であり，むしろ

強風による飛散に注意すべきである。

〔参考〕クズの株頭処理に対する標準薬量

植生’ ｜繍
薬剤の成分

要
50％粉剤I70%粉剤

謡濡騨悪罵驍預醗園
30cmの処理鐙）

霧蘓溌

ススキ6045

クズ86

6(）

(注）1．枯殺に対する安全薬量を示す
2．クズ蔓延地はブラシキラー粒剤を茎葉全面散布後，本

剤による株頭処理がよい

2.4-D,2.4.5-T系除草剤

(1)特性

ホルモン系強選択性の除草剤で，イネ科植物には害が

なく，広葉雑草類に致命的な枯殺効果を発揮する。この

選択性については，現在，植物の生態的，生理的，生化

学的の立場からその作用機作が論ぜられている。

効果のあるのは広葉雑草とかん木類で，殺草作用は植

物体のあらゆる部分から内部へ入り，体内を上下に動い

て害徴を現わす。森林土壌では根から吸収されることは

ほとんどなく，もっぱら茎葉からの浸透によるものであ

るから，この部分によく接触させることが重要である。

土壌中での残効期間は塩素酸ソーダ系よりも短い。

(2)剤型のきめ方

伐採前，伐採後を問わず地ごしらえ地のかん木に対す

る全面散布，立木処理，ならびに広葉樹の切株処理には

乳剤がよく，下刈り地ではブラシキラー粒剤の全面散布

を本命とする。乳剤使用の場合は植栽木への薬害を避け

るため刈払機併用による散布が行なわれる。

(3)使用分野とその使用法

‐

『
１

象 薬剤
鯆老

部位名称｜処理鐘
株頭プﾗｼｷﾗー乳剤|瀧篭罐つき鱸しの使嫡が

対
一
雄
一
姪

己

§難|蕊。、繍瀞よ'…“
広葉樹裟蕩勢腎辮5~麗瀦潔
瞥切株ｷﾗー乳剤（20~30倍液)適
と広葉樹
篭漣,"職熱塁切株な

〃
へらぴに
かん木の水に輌釈）まで

刈払機併用
雑かん

（鰄燃下刈り適期
〃

下木なら

びに広

露騨刈葉草本溺ｼｷﾗー雫純0kg/ha

｜
要
一
輌
蝿
畔

(注）下刈り2年目まではクズ稚苗の引抜きと，ツル揚げが必要

嘘素酸ソーダ系も同様）

薬害

主林木の除草剤に対する抵抗|生は，ヒノキ＞スギ＞ト

ドマツ＞エゾマツ＞カラマツ＞アカマツの順であるが，

塩素酸ソーダ系の粒剤はスギ，ヒノキにはほとんど心配

ない。ブラシキラー粒剤は栂吻体内への吸収移行が乳剤

にくらべゆるやかで，一時に吸収される量が少なく，植

物体によって容易に不活性化されるため，スギ，ヒノキ

などにはまず薬害はないが，アカマツは成長過程の違い

から5月の散布は危険である。また，カラマツの造材地

に対してもi艤講酸ソーダ系同様，使用を見合わせること

が望ましい。

一般に枝葉の褐変あるいはねじれなどは，たしかに薬

害には相違ないが，これを林業的にふた場合はたして薬

害といえるかどうかは問題で，要は植栽木の生育に及ぽ

雛|蕊鋤名 使用方法および使用職

露
辮

摘＝

錫豊譜
目刈り省略
可

柚
で
っ
も

撫
聯

地
殺
個
て
枯

クズの茎が伸

溌鎚蕊
った時期

〃

り

｜′
クズ

〃

(注）本剤の使用跡地は，ススキにかわるケースが多いので，

DPA,塩素酸ソーダ系などによる防除対策が必要であ

る。
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す影響いかんで勝負がきまる。 (3,400ppm)を基準とし，現行塩素酸ソーダ系空中散

布剤の魚灘性を考察すると，一溪流の流量を0.1m3/sec

と仮定した場合，この流れが3,400ppmになるには，

3409/Secの趣を10日間連続水中に溶け込ませなければ

ならず，これはこの沢に対し，1日約30tの溌饒酸ソー

ダを投入することで，事業的には到底考えられない量で

ある。

（注)TLm:魚類に対する半数致死淡度

ppm:100万分の1濃度(1kgに1mgの薬塁が入ってい

る）

2)2.4-D,2.4.5-T系

2.4-DI*A類'2.4.5-TはB類になるが，ブラシキラ

ー粒剤を例にとると，水深1mの池へ林地で散布される

約7～8倍の薬剤量が投下された場合に，池の魚類が半

数程度死亡する計算になる。したがって事業的散布量

で，しかも流水であることを考えるとき，橇とんど問題

はないという結論になる。

除草剤と公害

(1)生体毒性

1）塩素酸ソーダ系

数ある研究のうちから1，2の例をあげる。

①蝋素系除草剤（クサトール）の人体に及ぼす影響

についての考察

iメトヘモグロピンを形成する毒性を有するが，皮

庸あるいは粘膜を通って体内に浸透することはほとん

どない。

ii皮膚に付着して間接的に口から入るおそれもある

ので，なるべく皮臓を表面にさらさない注意が必要で

ああ。

iii皮膚炎症を起こす場合もまれにはあるが，これは

おもに体質的なものであるから，このような特異体質

者は作業から遠ざけることが望ましい。

iv作業現場での長年の作業経験から，とくに職業病

と認められるような患者を見出しえなかったことから

も，本剤の作業上の安全性は十分保証される。

三革会（東北大学医学部奥井教授へ委託）

②飲水量試験

塩素酸ソーダを1影の割で飲水中にとかして，連続

1週間マウスに飲用させたところ，水道水とほとんど

同様な飲水童および体重の推移を示し，生体灘性は現

われなかった。三草会（労働科学研究所委記誠験）

2)2.4FD,2.4.5-T系

動物実験の結果によると，乳剤は塩素酸ソーダ系の4

～6倍の毒性を有するが，厚生省の指定する毒物，劇物

の基準よりはるかに小さい数値であり，粒剤は1,4倍と

さらに安全性が高いので，ほとんど問題はないものと思

われる。

(2)魚毒性

艇薬の魚毒性は次のように分類されている。

A類通常の使用法では魚毒の心配はない。

B類一時に広範囲に使用する場合は十分注意を要す

る。

c類毒性があるので，薬剤が河川などへ飛散，流入

しないようとくに注意する必要がある。

1）塩素酸ソーダ系

A類に属し，その抵抗性は，フナ＞ニジマス＞ミジン

コ＞イトミミズ＞アユの順であるが，散布実施の結果か

らは魚類ならびに餌料生物に対する必配はほとんどな

い。

そこで,比較的薬剤に鋭敏なニジマス10日間のTLm値

《
｝
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除草剤使用上の問題点

ササ地に対する塩素酸ソーダ系除草剤の使用，とくに

伐採前散布の効果についてはほとんど問題ないが，現在

はまだ薬剤価が高いため，省力にはなっても，経費の面

で問題がある。一方地ごしらえ地，下刈り地を問わず，

除草剤で処理した場合，枯死または成長を抑制された雑

木や多年性草本が乱立して，そのままでは仕事の妨げと

なることが多く，この後始末をどうするかが大きな課題

となる。除草剤は省力のにない手の1つにはちがいない

が，人手の面だけにとらわれず，作業の面，経営の面を

十分考えたうえでの育林技術の中へ，うまく除草剤を取

り入れることが，たいせつである。

たとえば

(1)対象植生と使用分野をよく見て剤種剤，型を選び，く

すりの組蝋合わせを考えるのはもちろんだが，除草剤

オンリーの単純作業でなく，ほかの手段を適宣差し加

える。

値)現段階では除草剤は主としてササ，頑固なかん木類を

対象とし，草本に植生交替したならば，くすりにこだ

わらず刈り払いでゆく。

(3)根本問題としては，基本的な植付けをして，さらに肥

培管理を行ない，下刈りの必要年数を短くする。

要は経済的によい山をつくることにあるから，これ

らのことを加味した，それぞれの林地における一連の

作業体系を組むことが目下の急務だと思われる。

』

《
）
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岡山大学第言

3言
＝

半田山演習林回言
IⅡⅡ川1M川畑ⅡⅡ110ⅡⅡⅡ【＆

畔 柳鎮

〔岡山大学・付属演習林長〕

まえがき

わたくしたちの半田山演習林は，面積としてはわずか

に68haしかないが，大学の研究室から歩いて5分の至

近距離で，岡山大学の背景としても重要な位置にあり，

校歌にも，「半田山の山すそに……」と歌われて，全学

の学生職員にも親しまれ，憩の場所となっている山であ

る。童た岡山市の緑地帯としても，市の半田山植物園と

隣接しており，おだやかな山容とアカマツを中心とする

榊目は，市中どこからでも遠望され，風景的にも，都市

計画上からも大きなポイントとなっている。また山頂か

ら市街地の展望もすばらしく，南には遠く瀬戸内海から

四国の山倉も望め，北には吉備筒原の山なゑをとおし

て，時には大山を望むこともある。わたしたちは，昨年

中はほとんど3日に1回は林道をジープでパトロールし

ながら，この大きな風景に親しんできた。また学生も，

林学専攻生は毎年5名から7名であるが，毎週1回の演

習林実習を通じて，この風景からも大きな愛着をこの山

に感じているようである。小さいながら，自分らの山，

ノ

研究の場所を持つ喜び，これがわたしたちの半田山への

卒直な気持である。したがって，全国でも数ある大学の

演習林のうち，最も小さい演習林として，いつも全国演

習林長協議会などでは肩身のせまい思いをしてきたので

あるが，実験研究のフィールドとして，この半田山の林

の中に入る時，そのような承じめな気持はふっ飛んで，

わたしたちは，小さいながらも減習林を持つ喜びに満た

されるのである。そして四季移り変わる木や草，花の美

しさ，小鳥のささやき，眼下に見える大学の研究室と市

街地の展望に心をうばわれ，つい学生たちとともに蹄る

時間も忘れて楽しく話し合う半田山となるのである。ま

た一面には，このように市街地に近接するため，管理上

いろいろの問題が多い。しかしながら，先般文部省の関

係者との雑談の中で，「全国一の小さい面積ながら国有

財産としての資産評価をしたならば，その順位は相当上

位に位するはずである」と|附かされた。なにしろ境界す

れすれに坪当たり3万円の宅地が展開するのだから無理

もない。あらためて管理運営の責任を感ずるとともに，

その財産的価値の上に利用，研究上の価値も一層増大す

るよう努力を続けている。以下その大要を説明する。

1半田山演習林の概況

本減習林は岡山市の北端，御櫛郷津高町（旧横井村）

との境界に跨り東西に約2.5km西は笹ケ瀬川に接し東

は津山線法界院駅よりわずか1kmの地点まで伸び南面

は岡山大学に近接する独立した丘陵地であり，全般に上

部は秩父古生層を基岩とするが，一部には三紀層または

砂岩の箇所もある。林内の最高所は168.7mで最低は約

20mである。気候は瀬戸内海沿岸地方の特性を示し，平

均気温14.8｡C,最高平均21.0°C,最低平均9.0｡C,年

‘5:真1．大学本部図護
鮒時計台の背策となって
いる岡山大学半田山演習
林
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降水盤1,108.4mmである。林況は，大半はアカマツの

天然林であり，クロマツの混交する箇所もある。樹齢は

80～120年の老壮齢林も約10haあるが，他の部分は戦後

マツクイ虫の被害によって伐採され15～20年生の天然生

林となっている。これに3haの広葉樹の雑木林と0.5ha

のヒノキ造林地（40年生）を有するほか，一部にはアカ

マツの播悪林地が2haほどあるが，最近マツタケが生え

ることから，その増殖実聡淋としている箇所もある。要

するに，本演習林は，位置的にぷて，瀬戸内海沿岸地帯

特有の，アカマツを主体とする天然林であるが，特色と

するところは，地質的には，同地方には珍しい古生層で

おおわれている点であって，一部の砂岩露出部を除け

ば，山頂に至るまでシアカマツの生長は良好で，かつ温

暖な気候にめく．まれて，広葉樹および地被掴勿の種煩の

豊寓なこと，またわずかではあるが，一部にマツタケの

発生地のあること，さらに山麓部分は，昔は海岸線であ

ったことから，クロマツが多く，これが二次的には，ア

カマツとクロマツのアイノコマツの天然林となっている

的研究（アカマツ，クロマツ交雑試駒氷）

これは第4林班のほぼ中央部分にあり，試験林とし

ての設定は昭和35年に行なった。面稜は0.16haで，

写真に示したように，アカマツとクロマツおよびアイ

ノコマツが混生しており，一般に樹幹の形質はアイノ

コマツの方が良い。ここで主としていままでに行なわ

れた研究は，アイノコマツの種間雑種の形態的特性の

研究であって，各種の形態的因子について，また細胞

組紬学的見地からも，その系列化をはかり，特にアカ

マツとクロマツを内部形態的に特徴づけるものは，針

葉の下表皮の組織，気孔数，樹脂の形状の3つである

ことを結論づけた。さらに外部的特徴については，各

因子の正負法よりも，協定法の方が，花器および球果

などの項をいれなくとも，系列判定に合理的であるこ

とも判明した。

2）マツ類（アカマツ，クロマツ，テーダマツ，スラ

ッシュマツ）の施肥効果に関ずる研究。（マツ類肥

培試験林）

《
）
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垂
）写真2，半田山演習林の中央鞍部から見下した岡山大学の全擬と岡山の市街地，はるかに瀬戸内海を越えて四国の山も見える。

ことなどであろう。ただ本演習林は，昭和24年岡山大学

繍
が旧六高と医学部，師範，農専を母体として発足して以

来，数盈の交渉を経て，昭和32年3月岡山市有林12.5

ha,同年9月国有林55.5haの移管により実現したもの

で，その創設以来わずかに10年しかたっていない。また

林学教室自体が多くの学内事情によって，まだ林学科に

まで成長しておらず，農学科内の一学科目として，わず

か職員3名という実態であって，今後充実を要する多く

の問題を持っていることである。今後これらの体質改善

をいかに進ぬるかが，現在の大きな課題となっている。

2．主な試験研究テーマと試験林

1）アカマツ，クロマツとの中間雑種に関す為育種学 写真3ヒノキ造林地（40年生）
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特異な現象も多いので，その推移などをこれから記録

してゆき，最終的には，マツタケ発生との関連性をつ

きとめたいと思っている。

5）省力造林，特にブルドーザーによる地栫え試験

（省力造林試験林）

これは昭和35年2月に設定されたもので，第2林班

の下方に，約0.5haについて行なわれた。これは普通

造林地の地栫えには，ササや瀧木，クズなどの密生地

では，その伐採と除去に多大の労力を必要とする。そ

こで，ミカンや果樹園にみられるように，ブルドーザ

ーで，階段状に山腹を切り，その平坦部と傾斜面（主

に盛土）に植栽する方法を実験した。その結果ブルド

ーザーの能率は，林地の傾斜度と土質によっで大きな

差があり，またあまり傾斜のきつい，土質の軟弱な場

所（水分を含んだ粘土質土壌では，傾斜20度以上）で

のターンは危険度が大きいこと。しかしながら，造林

後3年間は全く下刈を要せず，ツル切り程度ですむこ

これは，第3林班の上部にあり，面積は0.25ha,植

栽本数は対照区を含めて1,125本で，これに単肥，配

合，追肥区などに分けて実験している。試験区の設定

は昭和33年4月で，今年で10年目となる。肥培効果

は，スラッシュ，テーダー，クロマツ，アカマツの順

で，上長生長，肥大生長，重量生長など毎年地陵記録

されている。一昨年度より一部材質試験も行なってい

るが，マツはスギのような材質劣化の傾向はあまりな

いようである。しかし目下慎重に比較検討中である。

3）山地除草剤適用試験(試験地4カ所）

主として，ササ，クズに対する現地適応試験で，各

社の製品の効果比較試験や林地に対する浸透度などを

、

７

ｰ

p

写真4．アカマツ，クロマツ交雑試験林

調査している。特にクズについては，地質が古生層で

土層も深いために造林地での繁殖は旺盛で被害も多

い。そこでなるべく安価で効果の多い薬剤の開発に参

考となるように，各種の比較試験を行なっている。

4）マツタケの増殖に関する研究（マツタケ人工増殖

試験林）

この研究は，すでに過去4年間にわたって，県饗の

助成を得て，岡大の林学，農芸化学，菌学および大原

股業生物研究所の協同で，京大の浜田先生の指導の下

に行なってきたものであるが，一昨年より半田山のマ

ツタケの自生地を中心に，アカマツの根系，菌根，水

分関係，気像要件の調査などを行なっている。昭和43

年度では，人エ溌水，人エ培養菌の播種などを計画中

である。なに夢んにも，マツタケはシイタケなどとち

がって，生きたアカマツの根を必要とするため，まだ

菌系の人工培饗が成功した段階にすぎず，これを現地

に播種したから，すぐその効果が期待されるというも

のではないが，禰環形成後の土壌要件の変化などには

刀

『~

写真5．省力造林試験林（プル1,-ザーによって4m幅の階段

状に地栫えして，スギ，ヒノキを植えたもの）

と，植栽木の生長は一般に良好でああ点などがわかっ

た。しかし造林費の総額はかなり大きいことと，やは

り立地上から，可能地が少ない点などから，以後半田

山では行なっていない。ただその後の経過を調査して

いる。なおこの造林地では，スギの品種的生長比較試

験，メタセコイヤ造林地，メタセコイヤとヒノキとの

生長比較試験地，クロマツ造林地などが同時に設定さ

れている。

6）潜悪林地改良試験（林地改良試験林）

本演習林の一部には，前に述べたように，砂岩を基

岩とする播悪地がある。特に南面の尾根筋がこれで，

戦後，国有林所管時代に，林地改良事業として，ニセ
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アカシヤ，ヤシャブシ，ヤマモモなどの植栽された部

分が，その後のアカマツ自生木や残存木と混交して特

異な林相を形成している。そこでこれらを地力改良試

験林として昭和32年以来，その林相の推移，土壌性質

の変化を測定することにしている。そのうちヤマモモ

は本数はわずかであるが，その生長は良く，落葉の堆

讃層も厚いことから，今後土壌成分の推移を継続して

比鮫したいと考えている。またニセアカシヤは，大木

となって主林を形成し，そのために，せっかく自生し

たアカマツを被圧し，下木を枯らして，むしろ現在で

は林分中の邪魔物となっている感じで，作業にも支障

が多い。その利用価値も低いことから，現在これのチ

ップ化に関して検討し，除伐することを考えている。

7）その他の試験林

以上のほかに，特に試験林としての設定はしていな

いが区域的に施業と試験を平行して行なっているもの

をあげると，

(a)改良ポプラ造林地

（剛風致林的施業区（画伐作業）

(c)自然保護林（学術用天然林型保存林）

などがあるが，いずれも地方的には珍しいものである

のでできるだけ大切に保護して，地方林業のため，ま

た風致的価値を損わないよう保存していきたいと思
う。

地から山肌が露出したり，路面を目立たせないような工

事をエ夫して施行してきた。このように見ると，本演習

林は学生の教育と試験研究が主自的であって，もはや立

木処分による収入はこれ以上見込めない現状である。そ

こで新しい収入源としては他に求めざるを得ないので目

下樹芸的施設を強化して緑地造園用の樹苗生産を計画中

である。またここ3年間ほど諸種の学内事情から，林学

の体衡改善が検討され，いよいよ昭和43年度よ.りは園芸

■

一1

－
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写真6．林道の開設と風致林的施業区（画伐作業）

松林の間に農学部の建物が見下される

科の中へ入って，緑地造園識座となり，林学のスタッフ

が全員これに振り替えられて，大学院課程を新設するこ

ととなった。すでに5名の学生の墹募を行なったが，ま

だ林学課程の学生も現在2．3．4年生にそれぞれ5，6

名づついるのでこれが卒業するまでは演習林における林

業実習はやめることはできないが，本学としてはこれを

将来緑地造園学演習林として，全国でも唯一の珍しL､研

究施設として充実して行く考えである。学生には，測量

から林道，砂防，土木に関する実務をこの中で行なうこ

とはもちろんであるが，造林や間伐などの林学的要素を

含めて，新たな風致計画，都市，地方計画の一環として

の緑地の造成と管理，さらには樹芸的技術の修得に役立

せたいと考えている。したがって，将来いま室での研究

の継続以外に，新しく緑地造園的な研究と施設，および

育種，樹芸的試験圃場の充実を計画中である。今後のご

指導を期待しています。

3．今後の課題

本演習林は,10年前までは国有林と市有林で，それぞ

れ一定の施業計画の下に運営されてきた。それが岡山大

学の艇学部付属演習林として発足以来，われわれは以上

説明したような試験研究を主として，その林内で行なっ

てきた。同時にこれを将来末永く継続して，学会のため

に大いに役立たせた､､と思っている。しかし，演習林と

なって予算がついて以来，今度はこのような小さな減習

林にも，収入予算の割当がある。経幾に見合った収入額

で可能なかぎりの額というのではあるが，国有林時代の

マツクイ虫の被害のため，大半が伐採された跡地である

だけに，苦しい。年をこの収入予算を満すために，数少

ない立木が伐られ，荒されて行く。また前にも述べたよ

うに岡山市の緑地帯としてもきわめて重要な位置にあっ

て，表側はあまり目に立つような伐採はできない。した

がってたえず風致的な配慮を行なって，画伐や除伐，間

伐などに留めてきた。また現在，林道は一周道路を完成

し，その瀞度はha当たり13m強となっているが，市街

Ｉ
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一会員'2広場
入会林野分割の

一考察

”■繍雫蜜i
〔福島県公有林野協会事務局長〕

はじめに

長い間，わが国の林政上において，ガン的症状を呈し

てきた入会林野も，昭和型年7月「入会林野等に係る権

利関係の近代化の助長に関する法律」が制定公布さｵ1，て

いらい，これら林野の権利関係を近代化しようとする気

運が，頓に醸成されつつあることは，まことに喜ばしい

限りである。

ところが，入会林野等を近代化するにさいし，権利関

係の主体を個別とするか，協業体とするか，協業体とす

る場合，生産森林組合または腱業生産法人，社団法人，

施設森林組合に対する信託，などのうち，いずれを選ぶ

かについて入会集団の人為は困惑しているところもある

ようである。

では，現実に即した理想的な林業協業体があるかとい

えば，これならと確信をもって推奨しえる協業形態も象

あたらないためか，入会集団のう､らには「非科学的な旧

来の山わけ方式による分割」を実施しようと考えている

ところが多いようである。

これでは，千戦一遇の好機を失し，禍根を後世に残す

ことにもなるので「入会林野の個別分割登記」にあた

り，一歩でも股林業の未来像に近からしめるための一考

察を述べて承る。

1．分割の可否

十倍経済社会（達成2,005年）において，農業所得と

他産業所得との均衡をはかるたあには,現在,農業就業
者の総就業者に対する比率25％を，3％台にまで低下し

なければならず，そのためには質的にも現在農業とは異

なったもの「大規模，機械化により，エ業化された高生

園生股業」へと脱皮しなければならないとの説がある。

まして，林業のように長期低利なものについてはなおさ

らのことである。

この見地にたっとき「土地の個人分割は極力さげ，協

業方式によるべきもの」のようにも思考されるが，入会

林野等のように時代の変せんとともに，権利関係が麻の

ように乱れ，しかも，管理経営はいぜんとして前時代的

慣行によってしばられ，高度利用の道が閉鎖されている

ものについては，錯綜する権利関係を近代化するととも

に，股林業上の利用増進をはかる近道として「自立農林

家の育成に資するよう，個人分割することはもっとも望

ましいもの」のようにも思考される。

かといって，現在，入会集団等において実施し，ま

た，実施されようとしている個人分割方式すなわち「入

会権者である限り，非農林家，離腱林家まで全員に，林

野（股牧地がある場合これを含む）を平等に分剛する旧

来の山分け方式」によることについては，艇林業の未来

像に逆行することはもちろんであるが，明日の艇林業経

営にも資すること少なく，時には将来における農林業進

展の一大禍根ともなりかねないものであるので，可能な

限り避くべきであると思う。

2．分割の対象

入会林野等を個人分割する場合「入会権等の権利を有

する入会集団全員を対象とする」ことは法理上当然であ

る。

しかし，椛利を有するからといって，股林作業といえ

ば，自家用菜園，家囲木植栽程度で，販売業，製造業，

請負業，金融業，医業，サラリーマン収入，等盈が家計

の主体をなす者，および近を中に離農して他産業を経営

しようとする者，または，他産業に従事しようとする者

に対してまでも，入会林野等を分割することは，農林業

基本法の柵造改善「零細性の打破」に逆行し，むしろ，

細分化が促進されることとなる。

その上，股林業上の利用増進，とくに「自立幾林家の

育成に供さるべき林野」のうち，非幾林家および離農林

家（以下，離農家とよぶ）等に分割された林野は「値段

と相談によっては，農林業者以外の資産家，村落外の都

市資本家に売却される可能性が大である」ことは，過去

の実例，現在における専業農家の経済力などから検討す

ると残念ながら間違いないようである。

これでば，二度と再びめく．り来ないであろう大面積の

林野分割による自立農林家確立の好機を失するばかりで

なく，せっかく立法化までして入会林野等の近代化を図

る目的が半減することにもなるので，「入会林野等の分

割は可能なる限り，専業農林家を対象」とすることであ
、

る。

これを実現する方途（旧慣使用林野については，入会

林野とほぼ同じであるので省略）であるが「入会林野等
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に係る権利関係の近代化の助長に関する法律（以下入会

林野等近代化法とよぶ)」第4条による入会林野整備計

画を樹立するさいに入会集団のうちの劇鍵家などがその

権利を自立農林家の育成に，穣極的に協力する目的をも

って，入会集団または入会集団員の専業農林家に売り渡

し，林野の個人分割をうけないよう入会集団から懇請す

ることである。

懇諮があったからといって，現在のように「離腿家等

対策」たとえば，離農林地二重価格制，離農者手当制，

離農者職業教育制等，何一つない状況下にあるので，相

当価絡以上の評価額でなければ，入会権放棄(売り渡し）

をうけることは難かしいかも知れないが，自立農林家を

望む方'々 は誠意をもって懇謂して承ることである。案

外，協力者が多いかも知れない。

また，逆に入会権放棄者が続出した場合，入会集団

で，それらの林野を買受ける資金があるかは疑問である

が，資金調達は，農林漁業金融公庫法第18条に基づく，

股林漁業経営構造改善資金融通に関する業務方法譜によ

る土地取得資金（年利3分5厘，償還期間25年以内，一

人あたり融資限度額100万円),を活用すれば可能のよう

に思考される。

入会権者の中には，土地取得資金の融資を受けてまで

はと蹄曙されるものも多いかも知れぬがそうすれば非艇

林家の資産者に「林野の集中化」が行なわれ，目的に反

することとも成りかねないので，ぜひこの資金の活用が

望まれる。さらに放棄林野の配分については「入会権放

棄林野配分基準」たとえば，自立農林家で林野所有面積

の少ないものを優先し，自立股林家の林野目標面穣（地

域により差があるが一応20ha程度)以上の林野所有者は

原則として，要望者がないか，配分林野に剰余が生じた

ときに限ることとし，その間の配分は小所有者に多くな

るよう一定の漸減比率によって，入会権放棄林野を配分

することが望室しいように思われる。もちろん20ha以

上の林野所有者といえども，自己の持つ入会権の権利に

基づく林野分割を受けることは当然なことである。

参考までに，この考え方による自立農林家の林野目標

面澱を基準にした「要取得比率による入会権放棄林野配

分算式」を示せば次の通りである。

要取得面漬比率各層異なる場合

("三()+(Fg/Z)+･…･･+(F一ゾh)=S(小規模林家の

要取得面祇）
各戸の配分面積

JV1=Z型冒ム,“=z型冒血,……Ni'=Z型冒血
（注）〃＝自立林家目標面穣ハ凡…ん＝目標面稜末

満の保有林家（小規模林家）の保有面獄

Ni班…Ni,=小規模林家に対する入会権放素林野の配

分面積（各戸）

T=入会権放棄林野総面積

要取得面積比率を階層別に一定にする場合

S=",",+"2"+･･…･an苑、

各階層別の配分面積

jv",=TgfL,〃蝋=z+,……jvM"=zLgf

各戸の配分面激努苓……等
（注）α“…α"＝各階層別の1戸当たり要取得面積

罪蝿…巍＝各階層の戸数

T=入会権放棄林野総面積
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この「分割の要領」は民法や入会林野等近代化法など

の法的根拠によるものでないので，「法的強制力なく，

あくまで入会権者など(とくに離農家など)の自主的協力

に待つ以外に道がない」ものである。したがって，国お

よび地方自治体は，緊急，抜本的な「離農家等対策と自

立農林家育成対策」の確立の要あるものと痛感される。

3．分割の方法

林野を分割するに，旧来というより現在もなお，入会

集団や村落においては，前述の離農家等入会権放棄懇請

はもちろん，科学的合理的な分割方法の検討も行なわれ

ず「字ごと，筆ごと，地形ごとに，それぞれ入会権者総

数に配分可能なように分割し，公平を期するためにと，

字ごと，筆ごと，地形ごとに抽籔して各戸の割当地を決

定」している村落が多いようである。この方法がいかな

るものであるかは，あたりはずれの多い分配法の代名詞

のように，昔から「山分け」が使われていたことでもわ

かることである。

しかも，この方法によって分割された場合，各戸の割

当面積そのものは公正かも知れ麹が，経済価値（地利，

地質など）は不平等もはなはだしく，とくに，一戸あた

りの分割地が数カ所数繁に細分化されることは，分割測

量登記に「分筆数比例倍」以上の経費を要するの承でな

く，ことに配分をうけた（個人有）後の「林野経営」に

おいて，1）林道開設補修などは各ヵ所ごとに多数の合

意を得なければ実現不能となる。2）造林，保育，管理

(見回り人夫ハウスなど)に移動時間を要し，非能率であ

る。3）伐木運材などの機械施設費が材稜単位あたり割

高となる。4）団地造林，公団公社造林などは多数の

同調者を得なければ規準面積に達さず実施不能となる。

』
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5）錐ごとの登録税登記手数料（ただし入会林野等近代

化法の適用によるものは不要）団地ごとの経営協議，山

道普請出役などのため，割合い多くの経費と時間を要す

る等左の損失を招くこととなる。

現在実施中の農林業構造改善事業において最大の欠陥

は土地基轆整備，とりわけ「規模拡大と集団化」が積極

かつ強力に推進されていないことである。細分化されて

いる股林地を集団化することなくして，艇林業を近代化

することは砂上の楼閣というべきである。

このことは，理論的には何人も了解していることでは

あるが，既存の個人有地については感情（祖先伝来の土

地に対する愛着？）法的繁雑さ，所要経費の負担，など

のため，実施は至難なようであるが，このたびの入会林

野などの個人分割は，新分割であり，法手続きも簡素化

（知事嘱託登記）され，所要経溌も軽減（免税措置，補

助金交付）されているので，二度と再びめぐり来ぬであ

ろう好機である。この絶好の機会に可能なる限り，一戸

一錐（団地）の分割を実現することである。

「一戸一筆の分割法」であるが，この前提として離腱

家等の入会権放棄を懇請し，権利取得（分割を受ける）

者を確定することである。取得者が確定すれば，（仮称）

表1面積換算表
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字ごとの3等地換算面職
5‘5ha

を基準として定めたもの配分戸数は桑

査の結果，図1，表1の通りであったと仮定すれば，個

人分割は図2のようになる。

旧来山分方式による1戸当たり平均の配分面積は，80

ha÷20(戸)=4haであるが，これに対し,3等地換算の

1戸当たり配分面積は|,110ha÷20戸=5.5haである。

かりに図2のように字北の山地区を1，2等地込象で配

分するとすれば，北の山の3等地換算面積は22haであ

るから22ha÷5.5ha=4戸に配分できる。その1戸当た

凸
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図2束部落分剖図

り配分面積は

l等地から7ha÷4=1.75ha

2等地から5ha÷4=1.25ha

合計3haとなる

かくして団地別1戸当たり配分面積が算出されれば，

各地位別にこれらの面積に準拠して区別し，入会権者の

要望または抽籔などによって各入会権者の分割地を決定

する。もちろん，地況などにより配分面積に過不足（地

位別を除く）の生じた場合は，金銭をもって精算するこ

とである。

図1東部落概況

入会林野等地位調査委員（なるべく第3者的専門技術者

を含め）を選任して，入会林野等の地位（地況，林況利

便など）を調査して等級を付する。しかる後，地位級系

数に逆比例して分割を実施するのである。

例をあげて説明すれば次の通りである。

東部落入会林野整備分割例

入会権の概況部落総戸数＝25戸

入会椎戸数＝20戸（離農家等なく，林野個人所有規模も

約5haでほぼ同じ）

入会林野総面積80ha(4f15")

この入会林野総面積について地位調査委員が科学的調

－27－
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4．登記手続

登記手続きについては，入会林野整備計画等の様式に

ついて（昭和41年12月5日41林野調第290号林野庁長官

通達）の別紙様式第1号の3権利を取得しない入会権

者の氏名および住所ならびにその理由，ならびに，5入

会林野整備に伴う金銭の支払いまたは徴収に関する計画

等に留意して計画書を調裟すればよいようである。

登記ば，法第14条により都道府県知事が嘱託登記をす

ることになっているので問題ないが，計画書調製にあた

り，数筆以上からなっている入会林野等を分割する場合

においては「合筆の上，分筆」することである。これは

一所有者一団地の分割をする場合には技術的に象てもぜ

ひ行ないたいものである。合筆，分筆の登記の申請は，

不動産登記法第81条ノ2による，同条同項の②によれ

ば，分筆の登記の申請書には分割後の土地の地穣の測量

図を添付することを要することが規定されているが，合

繁の登記の申請書には合併前のいずれか一筆の土地の所

有権の登記の登記済証を添付するのみで「合併前後の土

地の地積の測量図を添付する規定はない」ので，事務的

にも簡単にできる。不動産登記事務取扱要領によれば

「同字，同地目，同所有権者で隣接している土地の合筆

は可能」と規定されている。

ただし，同法同条の3によれば「所有権の登記および

承役地に付き為す地役権の登記以外の権利に関する登記

ある土地については合併を為すことを得ず，所有権の登

記なき土地と所有権の登記ある土地との合併も為すこと

はできない」規定がありこの場合は合筆できない。

所有権者を異にする土地の合筆は，もちろん不可能で

あるが，入会林野にありうる，実質所有権者が同一であ

って，登記名儀の所有樋者が異なっている場合において

は，同法律による不動産登記に関する政令（昭和42年3

月7日政令第27号）の第2条および第5条によって前提

登記を行ない同一所有権者となした上での合錐は可能と

解される。

できても，土地集団化はほとんどできない」で今日に至

っていることでも明らかである。

「猫の額」かr犬の額」程度に分散されている股林地

の上に「鯛ｵ業近代化」は成り立ち得ない。どうしても

思い切った「規模拡大と土地集団化が大前提」である｡，

先に「股山村民は算盤を度外視云倉」と述べたが，は

たして磯山村民は,それほど「経済無視,感情的な人を」

の象かと言えば，むしろ逆で「自己評価ほどに認められ

ないこと，および自己の欲する交換地が与えられそうも

ない」という自己の試算的算盤からの人が多いように思

われてならない。

この現実から，政府は磯林業の規模拡大，土地集団

化，自立農林家育成，離農林者優遇等に対する抜本的政

策（立法化を含む）を確立し，推進すべきであると思わ

れる。

金
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アテの交雑育種について

－開花，結実の習性と発芽検定一

倉田信

〔石川県林木育種場〕

（本誌No.293からのつづき）

はじめに

本誌No.285,293の2回にわたり，ジベレリン処理に

よる潜花促進から交配技術と毬果採集について述べてき

た。

林木がある樹齢に達するまで量的な結実が期待できな

いこと，またそれ以後において結実量を人エ的に調節す

ることがきわめて困難であることが一殻に知られている

が，限られた個体からできるだけ品質の良い種子を多鑓

にうる技術を確立することが必要であり，優良種子の生

産を向上させる技術を確立するための基礎的条件とし

て，また採種園の造成，交雑育種などの育種事業，試験

を推進させるためにも開花結実の習性を調査することが

ぜひ必要となる。

Ｐ
一
身
ｑ

《
）

むすび

現行法令で実施できると思考される「入会林野分割の

一考察」を述べてゑたが，これが現実的に，近代的艇林

業の桃造改善事業に取り入れられるのだろうかという

と，確信はない。それは「農山村民が算盤を度外視した

先祖伝来の土地に対する執潜心」の強固なことを知るが

ゆえである。

このことは明治中期以来，国庫助成の下に長期にわた

り土地改良事業が種極的に実施して来たが「区割盤理は

1開花，結実の習性

枝の成長と花芽の形成との関係を知るため表1の方法

にもとづいて花の着生が母樹全体の中でどのように分布

－28－
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しているかを調査した。

ｱﾃの習性として着生状態を部位別に象ると,全体の

傾向としては，中位がもっとも雄花，雌花とも多く着生

し，また方位別では雄花では西向，雌花では北向がもっ

とも多く，ついで南，東の順となり，調査木の中からも

っとも顕著にその特性をあらわしているものをあげれば

表2のような傾向がうかがわれる。

表2ジベレリン処理による開花結実の習性調査表

調査木番号

調査年月日

第3号

昭和処年2月10旧

直径地上50cmの位瞳で4.2cm

樹高1.85m

技下高25cm

クローネの高1.60m

成長状態

花の着生状態表l調査方法摸式表
一一

着
団
？
３
２
２
０
１
５
１
４
０
２
０
０

１

集１
６
３
４
６
２
５
５
３
３
６
９
０
０

２
３
１

方
位
東
西
南
北
東
西
南
北
東
西
南
北

部
位
別
上
中
下

生
輌
一
山

状
一
趣
山

一
岬
一
辨

態
調査木番号

調査年月日

成長状態

第号

昭和年月日

直径（樹高3m以上の錫合は胸高径，そ

れ以下の場合は地上50cmの位置で測定

した)枝下高cmクローネの高m,cm

クローネ内の分布状態を調査した。

計

I

？
３
２
２
０
１
３
１
羽
’
０
２
０
０

２

８
３
４
６
２
８
８
３
種
－
６
９
０
０

２
５

卸一

花の着生状態

2．発芽検定試験

将来「アテ」採種園が造成され現在行なわれているさ

し木苗木養成と平行して，実生繭の饗成も当然考えられ

ることである。

このような段階において，本試験は苗木生産の基礎費

料として，種子の発芽率を検定し，まきつけ量の指標と

した。

試験の方法としては，供試種子粒数500粒を貯蔵容器

から平均的にとり，発芽床は素焼製発芽皿を用い，温度

は19～20｡Cの恒温器内で発芽させ30日間毎日9時に測

定を行なった。

その結果は表3に示す通りであり,「アテ」に関するこ

のような試験については過去一度も行なわれた実例がな

いため，今ここに参考までに他の樹極とも比較して染る

こととする。

,:|:|"|,|
211171818

（注）集団とは花が集団的に着生して､､るものぞ1集団(1個）
としてあらわした

交配技術と毬果採集，開花，結実の習性と発芽検定と育

種を進めるための一連の試験を行なってきた。

元来「アテ」については，開花，結実は不可能であ

り，一部「カナアテ」については各地で毬果を見ること

ができるが，クサアテ，マアテなどいわゆる形質ともに

最も優れた品種についてはほとんど見受けられない，し

かし今後林木育種事業の進展にともない，採種園の造成

が可能になる日を期待したい。

■

d旺呈

むすび

以上のように「アテ交雑育種」について昭和39年度よ

り3カ年間にわたり，ジベレリン処理による着花促進，

表3カナアテ発芽検定試験結果表

実逓
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場に立って，現地で実際に仕事をすと表裏のものともいえよう。

る方点のために選苗から植えつけま造林者，苗木生産者など実際に苗

で(施肥を含め)の技術について，苗木を取り扱う方盈はもちろんのこ

木を中心に理論と実際を200葉余のと，森林組合技術員，林業改良指導

写真と図表を使って，文章と比較対員など現地で直接指導にあたる方を

照させながら，わかりやすく解説しの座右の書としておすすめしたい。

たものである。なお本書は，著者の（林野庁研究普及課佐藤卓）

別著「苗木育成法」噛木の育て方」
.幽引毎.侮享00．･ｳﾘ･1b“ロ…｡D'0純“司り,｡､r吋伽ムゥ罰j､帥｡bいふ叫斡I40oqQ.q0．･q0.480Q柵叫･･叫岬船･bO"0..0,･〃旬hb4d･叩o･〆吋90.4隙･Qbodp.｡Ta･･q･pbj餌0..90｡"輔◆0"0..10口q傍･QQOf‘EUC,β･･bbpp･呵軸｡Ⅱ判り｡Jﾛv唖Fdlp･bq司追j気密0..9■･･0･･■山”弓

古害はとかく売切れになりやすいので，ご注文は前金でなしに，お申し込承に

対し在庫の有無，送料･をご返事いたしますから，それによってご送金『下さい。

の鰡重一
｜
》

苗木の選び方と扱い方

農学博士宮崎榊著

B6版150頁

定価400円(送料実費）

発行所全国出林種苗協

同組合連合会

（東京都千代田区飯田橘4-9-9）

植林を成功させるこつは，品種系

統のよい健苗を選び，その苗木を傷

めないように,ていねいに取り扱い，

適地を選んで上手に植えつけ，活着

後は下刈りなどの手入を励行し，ま

た不足する養分は補充してや為など

して，健全な林に仕立てることで，

だれしも一応は知っていることであ

る。

ところが実際に行なう場合，とく

に植林の成否に重大な影響をおよぼ

す避苗から植えつけまでの一連の苗

木を取り扱う作業において，苗木の

ことをよく理解していないため，形

質はどうであろうとただ大きいもの

を選んだり，無意識のうちに苗木を

粗雑に取り扱ったりして，植えつけ

後の活憲成長をわるくし，造林投

資の効果を十分に発揮できないもの

が案外多い。また，苗木のことを理

論的にはわかっていても現地で具体

的に実際に行なってゑると迷う場合

も少なくない。菫して現地で指導を

する立場にある方套は理論とともに

それぞれの現地の条件にあった適切

なよりよい技術指導が望まれる。

本書は，このような観点から育苗

技術，研究の第一人者であり，現地

にも明るい著者が苗木を取り扱う立
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2）公立試験研究機関の資金，人員

が記載されている。

（配付先・農林省関係国立試験研究機関都道府県腱林水

産関係行政課および試験研究機関など）

カンパ類の下種更新

一ダケカンバを主として－

（函館営林局，林業試験場北海道支場共同研究報告書）

函館営林局昭43.3B5判92頁他に付表写真

亜寒帯性針葉樹林滞は，気象環境があらく寒冷である

ため，人工造林による成林を図ることは，きわめて困難

な現状にあるが，国民経済の著しい成長に関連して木材

需要の飛躍的な増大にともない，これら地帯の造林技術

の開発が望まれている。

函館営林局では，これら地帯にダケカンバの下種更新

による成林を期待し，34年度からカンパ類の更新に関す

る試験調査を林業試験場北海道支場の指導と協力を得

て，実行と並行して行なってきた。

本書は，その試験調査の現地点における結果を数多く

の調査資料からとりまとめたもので，亜寒帯性金嘩樹林

帯における施業上の指針となろう。

その内容を目次からみて承ると

1．概論

1）カンパ類の研究史

2）北海道に論けるカンパ林の概況

3）カンパ類の造林的意義

4）函館営林局管内のカンパ更新の沿革と天然分布

5）天然下種更新第1類によるカンパ林の収穫予想

6）ダケカンバの幼齢林の生産構造と成長

2．種子に関すること

1）種子の発芽特性と豊凶

2）種子の落下時期と落下量，発芽率

3）種子の飛散距離と稚樹の発生

4）種子の発芽時期および地床条件と稚樹の発生

3．更新に関すること

1）更新可能な立地条件

2）地持えの方法と時期

3）更新初期の保育

4）更新の補整

5）人エ下種更新

4．大型機械作業によるカンパ類天然下種更新施業

1）大型機械化の動機

2）機械化功程の検討とその実行結果

3）機械化による省力効果

4）今後の施業方法について結論だけの要約

つる枯殺の方法（薬剤使用技術(1)）

造林技術開発普及シリーズNo.1

熊本営林局昭43.331頁

熊本営林局では，過去の技術の蓄稜を基霊に新技術の

開発に努めつつ経営として投資の効率化のための傾斜投

賛方式の導入と，真の造林技術体系の確立を企図してい

るが，このたびその一環として造林技術体系と各個攝峨

術の位侭づけを十分に配慮しつつ，すでに開発されてい

る個別技術について，できるだけ現地の作業に取入れや

すいようにまとめ，造林技術開発普及シリーズとして印

刷を企画している。

本襟は，そのNo.1として薬剤使用技術(1)「つる枯殺

の方法」をまとめたものである。内容は

1．つる枯殺の基本的考え方

2，つるの生態

3．つる枯殺に使用する薬剤

4つる枯殺の実行

5．薬剤処理の具体的な方法

6．作業工程別つる枯殺各論

農林水産関係試験研究機関要覧（1968）

農林水産技術会議事務局（昭43.3.25）

B5判418頁

股林省農林水産技術会議事務局では，毎年度，農林水

産関係の国立および都道府県の試験研究機関を対象に，

その機織組織などの実態，試験研究の動向を調査し，

その結果をとりまとめて資料として広く配付している。

本欝は，そのうち試験研究機関の実態をとりまとめた

ものである。内容を桑ると

第1部機構組織

1．国立試験研究機関などの概要

1）国の試験研究調整組織

2)，国立試験研究機関などの概要

2．都道府県試験研究機関などの概要

1）都道府県の試験研究総合推進組織

2）都道府県試獅究機関の概要
第2部喪金人員

1．支出総額および総人員

2．研究費研究者などの部門別比較

また，総括表，基礎表として，それぞれ

1）国立試験研究機関の賛金，人員

毒

I

●

凸

曇
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625万In3の米材が輸入されているこ

とから，同措髄により42年輸入実績

からゑて約225万In3の丸太が輸入さ

れなくな患ので，わが国の木材需給

面に及ぼす影響憾甚大なものがあ

る。

フリーマン米艇務省長官の発表し

た「米国有林材についての規制措

置」の大要は次の通り。

①本年4月22日から売払われる国

有林材は原則として第1次加工以上

の製品化をしなければならない。た

だし，このうちの3億5,000万スク

リュプナは加工せずに丸太のままj愉

出することができる。この規則は特

別の識流する理由のない限り1969年

7月1日をもって終る。②第1次加

工以上の製品とは，8インチ以下の

キャンツ，角あるいはベニア，パル

プ,木材チップとする。ただし,通常

そのままの形で使用される木材（大

割パイリング）はこの規制から除

外される。③丸太のまま輸出できる

3億5,000万の内訳は，林野庁所管

地区がピューセットサウンド1億

7,400万，コロンビアリバー1億

1,000万，サウンズオレゴン600万

の計2億9,000万。土地管理局所管

セーラム1,400万,スージン900"

クースベイ1,200万，ローズバーク

1,000万，ネトポール1,500万の計

6,000万。この数量の具体的な割当

はそれぞれの地区の林区長の判断に

よる。④この規制のなかには桧およ

び応札者のない林区（払い下げ公示

の林区で入札者のなかったもの）の

木材は原則として制限し派い。払い

下げを受けようとする応札者は丸太

利用の具体的な明細書を提出しなけ

ればなら態い。規定に違反したもの

は契約を解除され，将来の入札の賛

格を失う。

適合した抜本的制度を樹立するた

め，必要な法的財政的措澄を検討

すること。

5．地域における木材需給の動向に

即応した適切な需給謡整を行なう

ことができるよう，関係者による

地域需給協議会を設置するなど適

切な指導援助を行なうことにつき

検討すること。

6．木材の自給率を高め，秩序ある

外材の輸入をはかり，その需給の

動向に即応して製材業など木材の

関連産業および流通機構の安定向

上をはかるため，必要な措侭を識

ずること。

7．今後の林業政策推進上重要な役

割りを担当すべき森林組合など林

業誇団体の健全な発展をはかるた

め単独法の制定について検討を加

えること。

8．最近の森林地帯における水害な

どの多発にかんが象，森林による

国土保全と資源開発との調整をは

かり，治山事業を充実強化するこ

と。

9．森林施業計画認定制度の円滑な

運用をはかるため,-森林組合に対

する指導助成をはかり，また小規

模森林所有者に対する措祗に万全

を期すること。

以上決譲する。

昭和43年4月18日

参議院農林水産委員会

◎森林法一部改正法案成立

前国会から継続審議になっていた

「森林法の一部を改正する法律案」

は，衆院から送付され参院腱林水産

委員会で審議されていたが，4月18

日同委員会で9項目の付帯決議が付

され可決後，同日の参院本会議で委

員会報告通り可決され，成立した。

付帯決議は次の通り。なお施行は5

月1日である。

付帯決藤

政府は，林業をめぐる諸条件の著

しい変動に対処して林業の発展に資

するため，本法による森林施業計画

認定制度の適正円滑な実施をはかる

とともに，左記事項の達成に努力す

べきである。

記

1．森林の公益的経済的効用をはか

るため,その利用区分を明確化し，

総合的利用計画を樹立するよう努

めること。

2造林の積極的推進をはかるた

め，官行造林制度も含めて，現行

の造林推進施策の体系化をはか

り，造林体制の整備充実を検討す

ぁこと。

3．造林，林道等生産蕊雛の一そう

の整備をはかり，林錐経営の近代

化を進ぬて，森林所有者の経営意

欲を高揚し，林業経営の安定発展

に資すること。特に，林道につい

ては，従来の経緯にかんがみ，森

林溌源に関する基本計画に定める

当該事業の確保のため，必要な法

制的財政的措置を誰ずることにつ

き検討すること。

4．林業労働力の不足が林業生産停

滞の主因をなしていや現状にかん
がみ，早急に林業労働の特殊性に

印

《
』

4

母

B

一
」

◎米国が国有林材輸出に禁止措置

米国のフリーマン農務省長官は4

月17日米国国有林材の丸太輸出を4

月22日から明年7月1日まで禁止す

るとの措冠を発表した。このフリー

マン措撒は，わが国に42年通関実綬

ロ画回ロ

－32－
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東
海
道
新
幹
線
が
で
き
て
、
ひ
か
り
号
に
乗
れ
ば
大
阪
ま
で
三
時
間
で
行
っ
て
し
ま
い
、

日
帰
り
旅
行
が
飛
行
機
を
使
わ
な
く
て
も
で
き
る
時
代
に
な
っ
た
。
い
ま
、
建
設
中
の
山
陽

新
幹
線
は
さ
ら
に
ス
ピ
ー
ド
・
ア
ッ
プ
す
る
と
の
こ
と
。
科
学
技
術
が
陸
上
輸
送
機
関
の
ス

ピ
ー
ド
の
限
界
に
挑
戦
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
の
こ
と
が
夢
物
語
で
な
く
、
実

用
化
と
い
う
こ
と
で
数
年
の
間
に
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
航
空
機
に
お
い
て
は
マ
ッ
ハ

い
く
つ
と
い
う
超
ス
ピ
ー
ド
の
大
型
ジ
ェ
ッ
ト
旅
客
機
が
試
作
段
階
に
入
っ
た
と
の
こ
と
。

ア
メ
リ
カ
大
陸
ま
で
数
時
間
で
行
け
る
時
代
も
大
し
て
遠
く
な
い
で
あ
ろ
う
。

輸
送
機
関
の
ス
ピ
ー
ド
・
ア
ッ
プ
の
承
で
な
く
、
電
子
計
算
機
が
Ｉ
Ｃ
回
路
の
出
現
に
よ

っ
て
小
型
化
と
ス
ピ
ー
ド
化
を
行
な
い
、
電
子
レ
ン
ジ
の
出
現
に
よ
っ
て
料
理
の
煮
た
き
が

数
秒
と
い
う
瞬
間
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
な
ど
、
ス
ピ
ー
ド
化
し
た
も
の
は
数
か
ぎ

り
な
い
。

し
か
し
、
良
い
こ
と
ば
か
り
が
ス
ピ
ー
ド
・
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
自

動
車
が
年
ご
と
に
急
増
し
、
大
都
会
で
は
身
動
き
で
き
な
い
状
態
に
近
づ
き
つ
つ
あ
り
、
そ

れ
に
つ
れ
て
交
通
事
故
の
増
加
が
は
げ
し
く
、
た
び
た
び
新
聞
な
ど
で
警
告
が
出
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
自
動
車
の
排
気
ガ
ス
を
は
じ
め
、
工
場
や
ピ
ル
な
ど
か
ら
出
る
排
煙
に
よ
る
大

気
汚
染
も
そ
の
汚
染
速
度
は
ス
ピ
ー
ド
化
し
て
、
都
会
の
公
園
の
棚
木
や
街
路
樹
が
次
第
に

枯
れ
て
ゆ
く
。
都
心
か
ら
は
な
れ
た
目
黒
の
林
業
試
験
場
内
の
多
く
の
樹
木
も
年
を
枯
れ
る

木
が
多
く
な
り
、
昔
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
が
訪
ね
て
く
る
と
、
あ
ま
り
の
樹
木
の
少
な

さ
に
た
だ
驚
き
あ
き
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
現
代
か
ら
未
来
に
か
け
て
、
良
い
方
に
も
悪
い
方
に
も
、
す
べ
て
非
常
に
速

い
ス
ピ
ー
ド
で
変
化
し
つ
つ
あ
る
。

林
業
技
術
に
お
い
て
も
、
機
械
化
と
い
う
こ
と
で
省
力
と
ス
ピ
ー
ド
。
ア
ッ
プ
の
方
向
に

動
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
森
林
は
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
丸
坊
主
に
さ
れ
、
林
相
も
森
林
全
体

の
環
境
も
す
べ
て
短
時
間
に
ま
っ
た
く
思
い
が
け
な
い
方
向
に
変
化
し
て
ゆ
く
。

と
こ
ろ
が
、
自
然
は
太
古
の
昔
か
ら
そ
の
変
化
の
速
度
は
今
日
の
ス
ピ
ー
ド
時
代
で
も
相

変
ら
ず
同
じ
テ
ン
ポ
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
林
木
の
生
長
が
自
然
の
力
に
依
存
す
る
か
ぎ

り
、
ス
ピ
ー
ド
化
は
困
難
で
あ
る
。
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
林
木
の
病
虫
害
の
蔓
延
、
河
川
の
は

ん
ら
ん
、
台
風
に
よ
る
被
害
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

け
つ
き
よ
く
、
世
の
中
が
ス
ピ
ー
ド
化
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
林
業
技
術
は
人
エ
と
自
然
と
の

調
和
を
は
か
る
こ
と
を
、
大
き
な
目
標
と
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
（
さ
み
だ
れ
）

0

ス
ピ
－
ド
時
代

殉

』鴎
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第 23回総会（通常）

5月24日(金)午後1時から東京都千代田区永田町1丁

目17番地，全国町村会館別館9階ホールにおいて開催。

会員168名が出席して盛大に行なわれた。

総会は蓑輪理事長の挨拶につづいて第14回林業技術賞

の表彰，第14回林業技術コンテストの入賞者の表彰を終

わって総会議事に入った。

議長に日本林業協会副会長塚野忠三氏を選び下記議案

について審識し，それぞれ原案のとおり承認可決され

た。

議事終了後，ひきつづいて林業技術鍵および林業技術

奨励賞受賞者の記念講演を行ない，午後5時頃総会を終

了した。

第23回総会(通常)決議公告

昭和43年5月24日開催の本会第23回総会魎常)におい

て次のとおり決議されたので，会員各位に公告します。

昭和43年5月24日

社団法人日本林業技術協会

理事長蓑輪満夫

記

議案

第1号議案昭和42年度業務報告ならびに収支決算報告

の件

原案通り承認可決

第2号議案昭和43年度事業計画ならびに収支予算およ

び会費決定の件

原案通り承認可決

第3号議案昭和43年度借入金の限度額の件

6,000万円とすることを承認可決

第4号議案役員改選の件

役員せんこう委員会により推せんされ

別紙のように決定。

心

昭和42年度業務報告書

昭和41年度の異常事態のあとをうけて，蓑輪満夫が，

昭和42年3月15日の臨時総会において，理事長に選任せ

られ，新たな決意のもとに，昭和42年度は開始された

が，その後専務理事徳本孝彦が止むをえざる理由で昭和

42年5月31日付辞任したので，専務理事の欠員のまま，

会員および，本会組織各機関ならびに関係各方面の深い

ご理解とご支援をうけ，諸事業の実行にあたった。

その後昭和42年10月4日の第2回理事会（在京）にお

いて，小田糖が専務理事に選任され，常勤役員も3名と

なり，事業計画の完遂に努力を重ねた。

昭和42年度の諸事業は，総会において承認された事業

方針にしたがって実施し，その収支の予算と実行の対比

はつぎのとおりである。

昭和42年度収支決算報告書

(')損益計算書(皇繍舞謂韻）

還元費

事業費

一般事業饗

航測事業磯

航測検査費

研究指導費

一般管理饗

人件費

運営饗

その他饗用

固定資産除却損

売上値引

雑損失

引当金勘定繰入

草津保養所費

期首棚卸品

当期剰余金

合計

〔損 金〕

11,214"181円

130,884,012

34,972,078

(95,911,934）

416,813

3,572,981

72,260,251

(51,668,“4）

(20,591,787）

7,280,400

（1,275,091）

（471,378）

（386,931）

(5,147,000)

776,064

2,555,578

3,485,426

232,445,706

－34－

一

公
一

勺

4

！



Ｐ

厩
－

０
６
０
７
８
０
９
０
０
０
４
８
０
０
０
６
８
－

０
９
０
８
５
３
８
５
０
０
４
２
０
０
０
２
０
－

５
７
０
８
５
４
２
１
０
０
３
１
０
０
０
４
５
－

３
９
ｕ
ａ
ａ
ａ
４
６
ｑ
風
ａ
ａ
Ｑ
Ｑ
９
風
＆
一

師
理
ｍ
６
９
１
２
５
６
別
錦
璽
加
伽
妬
蛎
飾
一

，
夕
８

，

＄
Ｊ

〃
，
〃
，
，
３
９
－

４
１
８
１
２
４
２
９
６
０
８
３
妃
｛

１
３
１
１
１
－
３

一一

７

一

方
｛

一一一

貸ｆ

形
金
金
金
金
金
金
金
金
金
産
産
金
金
金
金
一
計
一

入
入
泄
鋤
当
財
財
諏
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余
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〔益金〕

会費収入8,812,673円

事業収入201,700,809

‘一般事業収入46,954,038

航測事業収入（154,746,771）

航測検査収入11,673,385

研究指導収入5,348,385

寄付金収入1,000,000

その他の収入2,699,814

会館収入（143,300）

雑収入（1,168,813）

受取利息(382,054)

固定資産譲渡益（122,647）

引当金勘定戻入（883,000）

草津保養所収入”0,100

期末棚卸品940,540

合計232,445,706
－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一．■■－－－一一一一一■■■一一■－－一一一一一一一一口

~

鹿

(2)貸借対照表（昭和43年3月31日現在）

(3)財産目録（昭和43年3月31日現在）

方〕〔借

〔資産〕4,562,192円

18,665,312

162,181

302,195

240,489

1,000,000

7,504,310

48,893,968

75，000

923,500

1,017,566

1,533,088

940,540

29,182,050

17,276,698

3,647j372

5,602,047

2,150,000

143.678,508

金
金
金
金
金
託
金
金
金
券
用
金
品
物
品
備
林
金

現
普
当
振
定
貸
売
未
貸
有
前
仮
棚
土
備
設
部
敷

4,562,192円

162,181

18,665,312

302,195

240,489

1,000,000

7,504,310

48,893典968

923,500,

1,017,566

1,533,088

2,150,000

940,認0

29,182,050

17,276,698

3,647,372

5,602,047

75,000

143,678,508

金
金
金
金
金
託
金
金
券
用
金
金
品
物
品
備
林
金

現
当
普
振
定
貸
売
未
有
前
仮
敷
棚
土
備
設
部
貸

通預

座預

替貯

期預

付信

掛

収入

付

価証

払費

払

卸

地建

3

座
通
替
期
付

預
預
貯
預
信

▲

堂匡

掛

収
価
払

入
証
費

払

卸

地建

分

分
付
計

計合
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〔負 償〕 昭和43年度事業方針
支払手形

未払金

短期借入金
…

別 受金

預り金

仮受金

長期借入金

計

正味資産

合計

14,679,500円

31,129,796

18,000,000

63，887

1,395,558

316,430

2,424,289

68,009,460

75,669,048

143,678,508

わが国林業が繁栄するためには，最近における社会，

経済のめざましい進展に即応しながら，世界経済の動き

のなかで，日本林業が当面している現状とその内包する

諸問題とを早急に解明し，適切なる対策を樹立すること

が切望されている。

このときにあたって，われわれ林業技術関係者はふず

からの手で，今後の林業の発展の可能性を高めるため

に，林業技術の向上とその体系化をはかり，合理的かつ

近代的林業経営の確立を目ざして，いまこそ強固な団結

のもとに総力を結集し，一層強大な組織活動を展開しな

ければならない。

かかる理念にしたがい，昭和43年度も本会の目的達成

に必要な諸事業をひきつづき実施するものであるが，と

くに林業技術改善の基礎となる調査研究の充実，および

実用技術の普及に一層の努力をつづけることとし，さら

に航測事業においては，新技術の開発と実務の指導研修

を強化することとする。

また従前より海外技術の情報吸収にも努力してきたと

ころであるが，本年度はとくに国際協力の見地から開発

途上国に対する技術提撚を推進することとする。したが

って，これらの広汎な活動を円滑に実施するため，機関

誌の充実をはかるとともに，会員を増加し，支部活動の

活発化を期待し組織の強化をはかることとする。

以上の方針にもとづき，昭和43年度の事業計画および

収支予算案をつぎのとおり策定する。

1

一
一

(4)剰余金処分(案）
ｄ
●

繰 越剰余金

当期剰余金

8,969,000円

3,485,426

１
１

曇－1
両I 12,454,426

これを処分すること下記の通り

1．設備拡充積立金

1．繰越剰余金

7,000,000円

5,454,426

計 12,454,426

角

昭和43年5月24日

東京都千代田区六番町7

社団法人日本林業技術協会

理事長蓑輪満夫

9

a

■■L

上記社団法人日本林業技術協会の昭和42年度業務報

告，収支決算報告（損益計猟審，貸借対照表，財産目

録）について監査の結果，すべて適法かつ正確であるこ

とを認めます。

昭和43年度予算

1．収入の部

会費収入

研究指導収入

航測検査収入

一般事業収入

航測事業収入

事業外収入

借入金

運転資金

合計

12,000,000円

4,730,000

18,707,000

59,658,000

132,777,000

1,153,000

13,506,000

2,500,000

245,031,000

監事今道力

監事筧正二
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一二一－－
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2．支出の部 会費決定の件

還
研
航
一
航
予
固
部

元

究指導

測検査

般事務

測事業

備

定資産

分林

費
費
費
費
饗
費
費
費

12,998,000円

6,3141000

18,007,000

‘60,834.000

128,372,000

2,500,000

15,386,000

620,000

245,031,000

昭和43年度よりつぎの通り改正することに決定した。

上
上

正
以
以

円
円
円
円

０
０
０
０

０
０
０
０

改
ｐ
７
０
０
‐
，
９

１
０
２
２上
上

在
以
以

円
円
円
円

０
０
０
０

０
０
０
０

現
６
４
０
０
０
守
り

０
１

１

１
正会員普通会員

学生会員

特別会員甲種

乙種

額
額
金
額
時

年
年
一
年

600円

400円

10,000円以上

1,000円以上

計合

役員の改選

一

新役員は下記のように決定した。

役員名簿在京20名。地方10名|,可

名 現職生年月日年齢氏名現職生年月日年齢

満夫日林協理事長明41.3.260理事蓑田茂日本大学明40.9.660

精〃専務理事大3．5．2454〃 谷井俊男林業薬剤協会大7．9．1949

俊男〃常務理事明41．2．1060〃 飯島富五郎東京教育大学明41.12.2259ii

鍾勇東京大学大螺』2‘‘‘，，長井啓三繍"長大…』‘711
磯数林総協鯛43.8.3057/，西川徹鐡鴇務部長大7,7.24491
誠治王子造林㈱大2．12．27571，小滝英夫秋田製材組合明43．3，258
保雄東京都林務課長大8．3．149

〃鈴木敏男栃木県林務部長大5．8．2551
清三林野弘済会明45．2．256

〃 栗田憲二静岡〃大4．6．752
孝彦合板検査会明44．4．2757

〃 藤本公雄長野〃大10．6．2446
勝浩大一商店大5.9.2551

〃鈴木太七名古屋大学大13.11.2043
呉郎日本セメント㈱明42.12.458

〃 飲田四三九住友林業㈱明43，9．2257
春雄日本林業土木㈱明45．2，1656

〃石井朧次高知大学明38．6．162
義正林對冨用基金明42.1.1659

〃 玉木恭一宮崎県林務部長大3．3．654
正久全森連大4．6‘2552

明東京農工大学大12.5.26“

正夫三井物産林業㈱大5.10.2951監事筧正二王子製紙㈱大2．8．2954

進国策パルプ㈱大3．6．1253〃 高橘克己材薬労災防止協大2．4．1455

氏
藷
細
癖
霜
燕
岫
錘
確
癖
榧
鵡
辮
誹
霊
峰
篝
認

理事長

専務理事

常務理事

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

理事

〃

〃

§

届

鐸

第14回林業技術賞および第1回林業技術励奨賞

5月16日審査会を開催し，9名の候補者のうちから，下記の通り決定し，表彰式は5月24日，本会第23回総会の席

上で行なわれた。

○林業技術賞

佐藤智太郎（農林嬢械研究所長）「急坂運材車の考案および普及」

清水敏治（沼津営林署経営課長）「草生造林の進め方」

唐渡稔（栃木県林務部林業指導課）「新しい集材索張り法」

○林業技術奨励賞

渡辺寛正（愛媛県林政課）「航空写真の森林調査における高度利用」
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第 14回林業技術コンテスト

5月23日午前9時から東京営林局会議室で15名の参加者を得て開催。同日発表終了後審査を行ない下記の入選者を

選んだ。なお表彰式は，第23回総会（通常）の席上で行なわれた。

○林野庁長官賞

西保寿儀（大阪営林局，福山営林署）

城取守（長野営林局，伊那営林署）

久較克朗（北見営林局，北見営林署）

○日本林業技術協会賞

小川七郎（福岡県筑後農林事務所）

鈴木登（東京営林局，気田営林署）

佐を木巌（名古屋営林局,4坂営林署）

飛騨ことば

｢伐採即時地ごしらえについて」

｢自動薬剤散布装置の考案について」

｢耕地防風林造成に関する一考察」

｢八女林業における杉の枝打と鋸の考案について」

｢バーニヤ目雄付製図盤の考案と簡易測愛に伴う求積について」

｢ヒノキ枝打に関する一考案」

乗鞍岳の南隅にある高根村日和田の部落は4月でも

雪が深かった。ここには飛田一番の御大尽の原家の跡

がある。盲人を楽点と泊めた大客間，そこには漆塗り

の格天井，奥座敷には桧づくりで朱塗りの笠天井が，

千頭の馬を入れた馬屋とともに寂しく荒れている。

この付近で話されている飛騨ことぱは，反魂丹や塩

魚行商人が往来したため北陸方言が混り，それに明治

入った。夜中に主人が戻って来た。おか象が、旅の人

が泊っているが，棒まくりにするか，それとも皇|殿し

にするか，まる殺しがよいか、と2人で相談してい

る。旅人は驚いて逃げ出し，暗やゑの山道をひた走り

に走って，夜明けにようやく開田へたどりつき，その

話をすると，村の人たちは腹をかかえて笑いだした。

蔓お前さんは惜しいことをした。棒まくりとは棒での

ばす手打ちそば，半殺しとはおはぎ，まる殺しとは，

鎚米をつきつぶした餅のことだ、と大御馳走をとり逃

がしたというのだ。山の村にはまだ古い方言が残って

いて他国者はとんだ失敗もするが，童た懐しい･

〔楠木茂男〕

になって信州へ糸とりに稼

ぎに出た娘たちによって信

濃のなまりが交わって，飛

騨ことぱでも独得のものと

なった。木曽の開田村とは

山一つの隣りあわせで交際

も深かい，そこで飛騨こと

ぱに関係したおもしろい話

を聞いた。旅人が日和田で

日が暮れた。ようやく一軒

の木樵の家に泊めてもらう

ことになった。主人はまだ

山から帰っていない。壁に

は鋸や鉋の他に猪突きの手

槍などがかけてあった。持

参の弁当を湯で食べて床に

L-~-~=』‐"-▲ﾏー 』一ﾏー ﾏー ﾏ〔山の生活〕

－38－
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第15回林業写真コンクール入選発表

主
後
催
援
日本林業技術協会・全国改良普及協会

農林省・林野庁

〔第一部〕

特選農林大臣賞

白い道高津八郎長崎『上野町5－17

一席林野庁長官賞

雪の杉並木菊田亨福島市陣場町4－20

林相内田宏甲府市美咲1-11-18

年輪柳沢基恵長野県諏訪市大和1区23

二席林業技術協会賞

吉野箸の乾燥上岡利春品川区東品川1-30-4

農家の窓横山武司逗子市逗子7-10-22

冬の原木薇出し岩淵清室蘭市御崎町2-16-4

いかだ卸II武司兵庫県氷川郡氷上町谷村

イタリアポプラの育苗

飛駄一路岐阜県美濃加茂市大田町

三席

続左と輸入される外材

土谷武彦岩手県林政課

炭焼きに生きる女たち

小菅文春埼玉県秩父市日野田町

造林と通路永田功長崎県島原市浦の川1900

造材の山小沢修治静岡県安部郡大河内村

白樺の木檀原稔往長野市鶴賀瀬中町31

軽井沢高原のからまつ

上野徳葱長野市上松1100～51

乾燥風景安藤実宇都宮市宿郷町266

積承込ゑ沢勝巳神戸市長田区川西通5-13

保安林早春篠原真鳥栖市儀徳町市住A19

雪の造林地早見幸男島根県江津市波積南

佳作

植林前吉田伝浜松市東伊場町4626

乾燥作業相羽正夫名古屋市中村区荒輪中町

北山丸太を磨く星野茂雄神戸市兵庫区塚本通6-10

雪の敦賀港山本喜代二豊橋市下地町野箱53-4

斜陽吉田勝次焼鴬姉新屋167-9

丸太象がき長棟道雄吹田市天道町6－2

雪の貯木場奥平定男豊橋市花田二番町130

チップ材の山繁村勝藤枝市上伝馬町

貯木場にて〃〃

猿の楽園金子弘埼玉県大宮市桜木町4-89

雪中の若林小笠原康利高知県香美郡土佐山田町

貯木場小沢修治静岡県安倍郡大河内村

雪の北山丸太谷口宗義京都市中京区釜座通

初冬のしだ中村隆夫前橋市朝日町3-14-8

谷川岳〃〃

流木〃〃

貯木場奥村博史日立市成沢町1594

小正月の飾りをつくる

小菅文春秩父市日野田町2－2－3

湖岸の林相曽我信彦桑名市桑部1304

御岳天然林樹病と乗鞍岳，北アルプス

水野泰邦津市上浜町1丁目

一

〔第二部〕（組写真）

特選農林大臣賞。

冬の落葉松植林地帯

小杉重吉

三席

北山杉大山千代子

寄生木小杉重吉

桶や職人山田重造

集荷場にて野田雪子

サラリーマン椎茸栽培

篠原真

札幌市南2条西22丁目
*

杉並区天沼2-36-22

札幌市南2条西22丁目

横浜市神奈川区大口仲町

大阪市淀川区大和田

L

ｰ

鳥栖市織徳町市住A19

〔第三部〕（スライド）

一席

マツクイムシとその防除

滝沢幸雄長崎県諌早市小船越567

二席

森とフクロウ和気辰夫栃木県塩谷郡塩谷町熊ノ木

三席

クズの撲滅方法重森武文福山市三吉町ﾕ80-3

樫くい虫の恐怖宮下秋男熊本県芦北郡芦北町

－39－
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選 評

林業写真コンクールも今年で15回目を迎え，応募作品の質，量ともに向上していることは，審査にたずさわる

一人としてまことによろこばしい。ことに今年は外部の一般アマチュア写真家への呼びかけがよかったことが，

好結果を得た一つの原因と思われる。

この催しは林業にたずさわる人ばかりでなく，一般国民にも写真を通じて林業を理解していただき，さらには

協力をしていただくという目的があるのだから，一般への呼びかけは，今後さらにご努力を願いたい。

応募作品全体としては前記のように向上してはいるが，テーマとしてとりあげている被写体が例年，類似した

ものが多い。一例をあげると，「北山杉」「いかだ」などはその例である。これらの作品はいずれも過去において

大臣賞を狸得したことがあるので，見る方ではまたか，と思う。類形的なものは前者より余程すぐれていないか

ぎり損である。このことは林業写真が，それほど取りつきにくいということであるのかも知れない。

しかし，カメラ機材，感光材料などの進歩した今日，林業家が自分の立場に立って，もっともっと各種の作品

をつくって応募してもらいたいものである。

第一部の特選「白い道」は人工林の中を走るS字型の林道をがっしりした手法でまとめている。淡い降雪が，

黒い森林の中に林道をくっきりと浮かび上がらせ，樹冠もあざやかな立体感を伴うことになった。近代的なセン

スを感じさせる作品だった。一席の「雪の杉並木」はわたしの好きな作品だった。「白い道」が造形的なのに対

し，生活的なものに基盤をおいたもので，並木が冬の東北地方で，いかに人間の生活に密着しているかが，この

一枚でよく感じられる。カメラアングル，写真仕上げなどもよく，「白い道」に匹適する作品である。同じく一

席の「年輪」ほ，玉切りする巨木断面をを画面いつぱいに迫力ある構成がよかったし，『林相」はいささかよわ

い感じであったが美しい作品だった。二席の「吉野箸の乾燥」は真上から図案的に，「農家の窓」は室内から幾

家の屋根を狙うといった変わった手法で，「いかだ」はなかなか迫力ある構成ではあったが，画面の鮮明さにか

けたうらみがあった。「冬の原木積出し」「イタリアポプラの育苗」などもそれぞれ美しい作品であった。

第二部の組写真は，総体的にいって，一組の枚数が多く，しかも類似の写真が何枚もだぷっていて，かえって

全体の力を弱めているのが多かった。最近，一般写真界でも組写真の制作が盛んではあるが，やはりこの傾向が

多い。組写真は枚数を重ねればいいというものではなく，一枚では表現出来ないものをテーマとし，心理的な起

伏がなければならない。もっと組写真の根本的なものを研究してもらいたい。特避一席の鴎の落葉松植林地帯」

は，同氏の三席の「寄生木」とともに美しい作品であり，林業にたずさわっている人らしく肌目のこまかいもの

ではあったが，もう少し人間とのつながりをとりあげてもらいたかった。三席の「サラリーマン椎茸栽培」は応

募作品の中では，もっとも組写真的な手法で，4枚のかんけつな方法でまとめており，サラリーマンの喜びが感

じられたが，画面の鮮明さに欠けていたのは惜しい。

第三部のスライド作品は出品数は少なかったがそれぞれ好感のもてるものであった。組写真と同じく，シナリ

オの検討をもう少しやってもらいたい。一席の「マツクイムシとその防除」は前半はすばらしかったが，後半だ

れ気味。「森とフクロウ」は美しい作品だったが，その生態的なものをもう少しえく・ることができれば傑出した

ものになったと思う。（八木下弘）

一

一

協会のうごき

△第2回林業技術編集委員会

5月14日(火)，午後2時から本会会藤室において開催

出席者：小野，山内，雨宮，畑野，中野，大西の各委員

と本会から小田，八木沢，信楽，高橋

△森林航測編集委員会

5月9日(木)，午後3時から本会会鎌室において開催

出席者：正木，西尾，中島，持田，日置の各委員と本会

から小田，成松，中曽根，丸山，渡辺，八木沢

信楽，高橋

昭和43年6月10日発行

林業技術第315号

編集発行人蓑輪満夫

印刷所大日本印刷株式会社
一〈一一『

発行所社団法人日本林業技術協会

東京都千代田区六番町七番地郵便番号〔102〕
冠話（261）5281(代)～5

（扱替東京60448*)
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亀 菖

下記要領により山火予知ポスターの図案ならびに標語を冒量
薑 菖
甦‘

募集いたします。ミ
ー

ム垂

＝
＝

三

菖
蔑

ぎ

お 誘いあわせの上広く応募して下さい。≦譽
三

壹

冒 童
＝

三 冒
皇 ざ曼臺＝
言 昭和43年度山火予知ポスター5．作品の要領臺

冒 “)要旨享図案ならびに標語募集要領 山林火災予防を国民一般に周知徹底させ，森林萱三

薑

葺’・募蕊〆切期日および送付先愛謹の必要性を強調したもの｡ただし未発表の：
言．（ｲ)〆切期日 創作に限る。薑
昭和43年7月15日薑 ㈲用紙の大きさと色彩葺

き㈲送付先大きさ縦37cm,横26cmを標準とし,たてがき豊
東京都千代田区六番町7日本林業技術協会とする。（予知紙を入れる窓(8cm×8cm)を必冒臺

蚤

臺 2．審査および発表ず作ること）：
量磁)審査員色彩7色以内｡ただし，山火予知標示色,明る豊
日本林業技術協会理事長その他い紫味青,に鍾青味紫,灰味赤紫,庭ぶ赤紫,5y臺

篝

鬘㈲発表方法4色は必ず使用のこと。（油彩，水彩クレヨン喜
三 ス潰者に直接通知するとともに，本会会誌何でも可）貫
r林業技術｣誌上に発表なお,山火危険全国推移図も，とり入れること。薑

＝‐

蟇

喜 3．入賞（見本は各支部に配布してあります）菖
誉入賞者には，賞状および記念品を贈呈する。例標語（山火予防）について量
’等2名日本材錐技術協会理事長賞文語,口語,長さも自由｡ただし,山火予防嘗

三
：＝

g＝

副賞として10,000円程度の記念品森林愛謹を強調した適切なもの。雲

2等3名日本林業技術協会賞㈲作品の裏面にも住所,氏名を必ず明記のこと。：。

副撤として5,000円程度の記念品6．その他臺
垂

＝

佳作若干名に記念品")図案,標語,必ずしも一緒でなくても結構です。竜＝
＝

量 4ポスター作成同応募作品は一切返還しません。冒
量入選作品のうち特に優秀なものは,昭和43年度本ﾚｳ入選作品の著作権はすべて日本林業技術協会に倉
薑協会作成山火予知ポスターとして使用する。帰属する。量
＝

姜
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へ戸 翻 勤・彌学用に〃

△△△△
一

通勤に気品と美しさを

職場に

軽快と活動性を

△△△△
皇

6興林通勤靴2,200円（送料共）壼

込先日本林業技術協会零
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餌

本社エ場

大阪営業所

東京営業所

札幌出張所

大阪府和泉市肥子町2丁目2番3号
電話和泉（41〉2280～2
大阪市南区鰻谷西之町25（川西ビル）
電話（26）5871．7117番
東京都千代田区丸ノ内3･ノユo富士製鉄ピル内4階
電話（212）3921～4
札幌市北二条束1丁目プラチナピル電話（26）0981

１
項
０
守

'

かんたんに伐採できます／

新製品《マイクロピット＞は、伐採

塁をより多くするため(二、特に品質

やデザインを研究してつくりあげだ

かつてない高'i生能ソーチェーンです。

切れ味は抜群、手入れも簡単。疲れ

をほとんど知らずにグングン仕事が

はかどります。《マイクロビット＞

のチーズを切るようなすばらしい切

れ味を、ぜひお確かめください。

＊お求めはお近くの販売店でどうぞ･、

！

'リ

へ

新蕊売'

鰯鍵霊霧C蝿．
オレゴンソーチェーン

マイクロビット

窪ｵﾏーｸジ綴鯛-ポﾚー鼠ツド
東京都港区芝琴平町1虎ﾉ門琴平会館内Tel(503)6716

｡＝
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測量が簡単にできる

獺空中写
一
勺
へ

吉
《
ア

測量板

・テンプレート

ーーー一一ー一一

小

－－－－→点格子（ドット）

1区画100点
（縮尺1/5000で
1点=0.01ha)

57cm

－
１

第
３
節
２

１
１
１

一
一
Ｚ

一

～

三基準線
／'(写真基線と重ねる線）
－ラスヶール

ー>透明なポリエステルベール

一 、－

11111Iリ11〆

Ｉ

/201510505101520-

アミ・テンプレート第
１
基
準
線

一

↓
一一一

１
１
０

１
１
１
１
１
０
１

ー－46cm>･
一価格-850円１

０
－

_｣’

面積測定用

日林協点格子板I

実用的な面積測定器具●フイルムベースで取扱い，持ち運びが簡単です。

(特長）う°ラニメーター法に比べて時間が％～％に短縮され，しかも精度は全然変わ

りません。

(性能）透明なフイルムベース（無伸縮）上に点を所要間隔で配列し格子線で区画さ

れています。

(使用法）図面の上に測定板をのせて図面のなかにおちた点を数えて係数を乗ずるだけ

で面積が求められます。

（種類と価格)S一Ⅱ型（点間隔2mm大きさ20cm×20cm)800円

S一Ⅲ型("2mm"12cm×8cm)270円

L－Ⅱ型("10mm"20cm×20cm)800円

M－I型("5mm"40cm×40cm)2,000円

M一Ⅱ型("5mm"20cm×20cm)800円

発売元社団法人日本林業技術協会

東京都千代田区六番町7

電話（261）5281振替東京60448番
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米国マッカラー社日本総代理店

米国オルソン、ライス社日本総代理店

瓜鑿蕊圭而召壹禧両壷
カタログ遊呈・馳名ご記入下さい

本社．,l蝉市樋偲2丁目1番1号電話(4)1311(代）
支店・東京都中央区日本鴨通1丁目5番地電塞(273)7841(大代）

営蕊所・’隅市稲鯉2丁目1番1号電騒(4)13II(代）
盛同市開運鳩通り3"41号第1ピル(電話(23)4271(ff)
酩山市大町1丁目1幅4号電霞(2)5416(代〉

東京都江東区東陽2丁目4番2号電話(545)7131(代）
大液市北区臣据川町18蓄陰高嶋ビﾙ東館I畷電選(351)9i78(代）

福岡市赤坂1丁目15罫地4号菊陽ビﾙ電話(75)釦95(代）

始動労力は今までの半分，よ

り便利、より安全、より強力

な画期的チエンソー・マック

2－10Aをぜひご使用下さい。
lMXC壹-1己八

世界一軽い、どなたでもラク

に使える高性能刈払機。下刈

り、稲刈り、枝打ち、草刈り

といろいろにご利用できます
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